
ワ
イ
ン
を
仕
入
れ
て
売
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
流

れ
で
す
が
、
選
ぶ
と
こ
ろ
に
「
審
美
眼
」
が
問
わ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の
「
選
ぶ
喜
び
」

に
添
え
る
よ
う
に
工
夫
も
し
ま
す
。
こ
の
地
域
で

愛
さ
れ
る
店
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
一
年
半
く
ら
い
で
す
。
美
味
し
い

物
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
関
係
無
い
と
思
い
ま
す
。
例

え
ば
、
日
本
酒
で
も
ワ
イ
ン
に
し
て
も
「
い
い
も

の
は
い
い
」
と
思
い
ま
す
。
美
味
し
い
物
は
、
物

で
は
な
く
て
「
生
き
物
」
の
よ
う
で
す
。

仕
事
柄
、
ワ
イ
ン
の
試
飲
も
し
ま
す
し
、
体
が
資

本
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
、
汗
を
出
し
て
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
の
は
大
事
で
す
。
毎
日
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
で
七
キ
ロ
く
ら
い
走
り
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
に
は
二
年
く
ら
い
住
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
五
十
カ
国
く
ら
い
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
は
に
か
み
屋
さ
ん
の
多
い
国
で

す
。
そ
れ
も
あ
っ
て
か
、
す
ご
く
落
ち
着
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
海
外
に
は
足
を
運
び
た
い
。

素素
敵敵
なな
店店
がが
、、
ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
。。 

丘丘丘丘
のののの
上上上上
のののの
シシシシ
ョョョョ
ッッッッ
ププププ

「「
テテ
ーー
ブブ
ルル
のの
上上
でで
世世
界界
一一
周周
」」 

発行：NPO法人いわて地域活性化フォーラム「緑が丘しんぶん 丘」編集室  滝沢市巣子208-31 メール iwate.forum2015@gmail.com FAX 019-641-9678

緑が丘、黒石野、東黒石野、東緑が丘、岩脇町、上田堤、箱清水、材木町、三ツ割地区一部等への全戸配布型フリー（無料）ペーパー。約 7,700 部発行。

広広告告掲掲載載ののごご依依頼頼、、おお店店のの取取材材依依頼頼ななどどおお気気軽軽ににメメーールルくくだだささいい♪♪

              

診診療療科科目目：： 

脳脳神神経経内内科科、、内内科科 

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科、、 

脳脳神神経経外外科科、、整整形形外外科科 

診診療療時時間間：： 

・・午午前前 99::0000～～1122::3300 

・・午午後後 22::0000～～ 66::0000 

休休 診診 日日：： 

・・木木曜曜日日午午後後 

・・土土曜曜日日午午後後 

・・日日曜曜日日//祝祝祭祭日日 
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ァァ
ミミ
リリ
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ママ
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トト
ささ
んん 

院長：渡邊 活見（わたなべ かつみ）  日本神経学会 専門医

高高精精度度１１..５５テテススララ最最新新ＭＭＲＲＩＩ機機器器、、リリハハビビリリ施施設設完完備備 
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今今今今号号号号はははは              号号号号でででですすすす  

♪♪ 

明明
日日
とと
いい
うう
字字
はは
明明
るる
いい
日日
とと
書書
くく
のの
ねね
～～ 

そそ
んん
なな
唄唄
がが
昔昔
にに 

ああ
っっ
たた
とと
かか 

（（
アア
ンン
真真
理理
子子
「「
悲悲
しし
みみ
はは
駆駆
けけ
足足
でで
やや
っっ
てて
くく
るる
」」 

）） 

そそ
れれ
にに
しし
てて
もも
今今
はは 

 

アア
ンン
ママ
リリ
なな
世世
界界
だだ
・・
・・
・・ 

そそ
れれ
はは 

とと
にに
かか
くく 

「「
ここ
のの
人人
にに
違違
いい
なな
いい
！！
」」
とと
思思
ええ
るる
人人
にに 

ここ
のの
世世
でで
偶偶
然然
にに
出出
会会
ええ
るる 

かか
もも
知知
れれ
なな
いい 

（（
ああ
るる
いい
はは 

出出
会会
ええ
なな
いい 

かか
もも
しし
れれ
なな
いい
）） 

そそ
れれ
がが
分分
かか
るる
のの
はは 

そそ
んん
なな
人人
がが
眼眼
前前
にに
現現
わわ
れれ
たた 

そそ
のの
とと
きき 

そそ
んん
なな
人人
がが
現現
れれ
たた
とと
しし
たた
らら  

本本
当当
にに
シシ
アア
ワワ
セセ 

一一
生生
かか
かか
っっ
てて
もも
現現
れれ
なな
いい 

そそ
れれ
がが
普普
通通
らら
しし
いい
かか
らら 

目目
のの
前前
にに
現現
れれ
てて
くく
れれ
たた
のの
でで
すす
ねね
！！ 

そそ
れれ
がが
嬉嬉
しし
くく
嬉嬉
しし
くく
てて 

♪♪ 

まま
たた
明明
日日
をを
待待
っっ
てて
いい
るる
～～ 

ＡＡ
ｈｈ
～～ 

（（
ザザ
・・
イイ
エエ
ロロ
ーー
モモ
ンン
キキ
ーー 

「「 

ＪＪ
ＡＡ
ＭＭ 

」」 

）） 

 

つつ
たた
なな
いい
けけ
れれ
どど 

心心
のの
ここ
もも
っっ
たた
テテ
ーー
ママ 

走走
らら
せせ
るる
ボボ
イイ
スス
レレ
ココ
ーー
ダダ
ーー 

ここ
れれ
かか
らら 

ああ
なな
たた
のの
隣隣
でで
暮暮
らら
せせ
れれ
ばば
・・
・・
・・ 

天天
空空
のの
丘丘
でで
思思
っっ
てて
いい
まま
すす 

「「岩岩手手」」とといいうう字字はは 

「「若若手手」」にに似似てていいるる。。 

 

「「岩岩手手県県」」ででははななくく 

「「若若手手県県」」でですすねね。。 

小説「が丘ガール」に登場する雅彦君の雄姿  

縄文土偶のお面を手にして。 （Ｃ）Ｉ．Ｒ
（（高高松松・・上上田田・・桜桜台台・・青青山山・・本本宮宮ににはは配配布布さされれてていいまませせんん）） 

緑緑がが丘丘をを中中心心にに約約 77 千千 77 百百世世帯帯 にに無無料料配配布布ししてていいまますす！！ 

特特別別にに 材材木木町町・・三三ツツ割割地地区区一一部部 ににもも配配布布ししてていいまますす。。 

ワワ
イイ
ンン
シシ
ョョ
ッッ
ププ
をを
始始
めめ
てて 

 

アアアアッッッッカカカカトトトトーーーーネネネネ５５５５３３３３９９９９  

ＪＪＪＪＳＳＳＳＡＡＡＡ公公公公認認認認ソソソソムムムムリリリリエエエエ  

店店店店主主主主  松松松松田田田田  宰宰宰宰  ささささんんんん  

茣茣
蓙蓙
九九
にに
店店
をを
出出
しし
てて 

ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
取
り
た
い
と
思
い
、
東
京
で

ワ
イ
ン
の
修
業
を
し
て
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
取
り

ま
し
た
。
二
十
六
歳
の
時
に
盛
岡
に
戻
っ
て
ワ
イ

ン
の
店
「
ア
ッ
カ
ト
ー
ネ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
美
味
し
い
物
を
楽
し
む
と
い
う
こ
と
を
追
求

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

美
味
し
い
物
に
出
会
う
機
会
が
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
を
プ
ロ
と
し
て
お
伝
え
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
か
ら
ワ
イ
ン
講
習
会
も
開
催
し
て
参
り

ま
し
た
。
明
日
も
開
催
し
ま
す
。
次
回
で
八
百
回

目
で
す
。

ソソ
ムム
リリ
エエ
のの
資資
格格
をを
取取
っっ
てて 

ワワイインンシショョッッププ・・アアッッカカトトーーネネ 553399 

盛岡市紺屋町 1-33 澤井屋 1F

TEL.019-624-3310 Mail contact@accatone.jp

営営業業時時間間 

火～木 14:00～21:00 日曜日 14:00～21:00

金・土 14:00～23:00 定休日 毎週月曜日

ワワ
イイ
ンン
講講
習習
会会
開開
催催
しし
てて
いい
まま
すす 

盛盛岡岡市市役役所所 

東東北北電電力力 

中中津津川川 
上上
ノノ
橋橋

中中
ノノ
橋橋

与与
のの
字字
橋橋 

おおででっってて 

ワワイインンシショョッッププ 
アアッッカカトトーーネネ 553399 

第第 110000 回回 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
（２）

連連載載 

広広告告募募集集 ！！ 

メールでお申し込みを！

iwate.forum2015@gmail.com

1 コマ 9,000 円（税別）

これが、全体で 1コマです。

第第１１22 回回  間間違違いい探探ししククイイズズでですす((笑笑)) 

間間違違いい探探ししククイイズズ 

ここれれはは、、いいちちののせせききセセレレナナーーデデ とといいうう音音楽楽のの人人たたちちでですす。。

良良いい子子ののみみんんなな！！ 

写写真真①①とと写写真真②②をを比比べべてて、、間間違違いいをを探探ししててねね。。 

中ノ橋通で「ひねもすほっと茶屋」を経営されている吉田さんが

日々の想いを綴ってくれます。お楽しみに！

連連載載 

⌒⌒⊥⊥⌒⌒ゞゞ 

ひひねねももすす ほほっっとと茶茶屋屋 ささんんのの 
BB ll oo gg 

よよししだだ かかずずをを ささんん 

地地元元ミミュューージジシシャャンンとと

ししててはは「「草草分分けけ的的存存在在」」

とと言言わわれれてておおりりまますす。。 

長長年年、、中中津津川川べべりりフフォォ

ーーククジジャャンンボボリリーーのの実実行行

委委員員長長ににもも。。店店でではは、、昼昼

ののラランンチチはは私私がが調調理理ししまま

すす。。夜夜ののおお酒酒タタイイムムもも私私

ががややっってて、、午午後後のの「「おお茶茶

タタイイムム」」はは女女房房にに任任せせてて
休休憩憩ししてていいまますす。。 

写写真真①① 

写写真真②② 

ままっったたりり ブブロロググ 

劇作家くらもちひろゆきさんの脱力系のエッセー、
随時掲載します。お楽しみに！

くくららももちち ひひろろゆゆきき ささんん のの 
そそここははそそれれ エエッッセセーー 

ｅｅｓｓｓｓａａｙｙ 

「「
架架
空空
のの
劇劇
団団
第第
1177
回回
公公
演演
「「
露露
とと
答答
へへ
てて
～～
鬼鬼
のの

業業
平平 

仏仏
のの
双双
六六
～～
」」
のの
企企
画画
書書
にに
書書
いい
たた
もも
のの
でで
すす
。。 

ここ
のの
作作
品品
はは
、、
架架
空空
のの
劇劇
団団
がが
誇誇
るる
もも
うう
一一
人人
のの
座座

付付
きき
作作
家家
、、
高高
橋橋
拓拓
にに
よよ
るる
新新
作作
でで
すす
。。
二二
〇〇
一一
三三
年年

十十
一一
月月
にに
上上
演演
ささ
れれ
たた
「「
まま
るる
でで
血血
をを
塗塗
っっ
たた
よよ
うう
なな

月月
がが
降降
りり
てて
くく
るる
～～
月月
下下
のの
一一
群群 

亜亜
米米
利利
加加
編編
」」
以以

来来
、、
２２
年年
ぶぶ
りり
とと
なな
りり
まま
すす
。。 

ここ
れれ
まま
でで
、、
高高
橋橋
はは
、、
詩詩
人人
をを
モモ
チチ
ーー
フフ
とと
しし
たた
『『
月月

下下
のの
一一
群群
シシ
リリ
ーー
ズズ
』』
のの
ほほ
かか
、、
歌歌
人人
やや
歴歴
史史
上上
のの
人人

物物
なな
どど
がが
登登
場場
すす
るる
作作
品品
をを
得得
意意
とと
しし
てて
きき
まま
しし
たた
。。 

今今
回回
はは
、、
二二
〇〇
〇〇
九九
年年
８８
月月
にに
上上
演演
ささ
れれ
たた
「「
風風
流流

怪怪
談談
シシ
リリ
ーー
ズズ
」」
のの
ＰＰ
ＡＡ
ＲＲ
ＴＴ
２２
とと
いい
うう
ここ
とと
でで
、、
伊伊

勢勢
物物
語語
でで
有有
名名
なな
在在
原原
業業
平平
をを
取取
りり
上上
げげ
まま
すす
。。 

作作
品品
のの
各各
所所
にに
ちち
りり
ばば
めめ
らら
れれ
たた
業業
平平
のの
和和
歌歌
とと
、、

現現
代代
をを
生生
きき
てて
いい
るる
若若
者者
のの
忘忘
れれ
らら
れれ
なな
いい
思思
いい
がが
交交

錯錯
しし
、、
そそ
ここ
にに
、、
いい
つつ
のの
世世
もも
変変
わわ
らら
なな
いい
男男
とと
女女
のの

切切
なな
いい
物物
語語
がが
繰繰
りり
広広
げげ
らら
れれ
まま
すす
。。 

劇劇作作家家、、演演出出家家、、「「架架空空のの

劇劇団団」」代代表表、、盛盛岡岡市市在在住住。。

日日本本劇劇作作家家協協会会東東北北支支部部長長

等等をを歴歴任任。。 

第第 88 話話 

仏仏のの双双六六 

演演
出出
はは
架架
空空
のの
劇劇
団団
代代
表表
のの
くく
らら
もも
ちち
がが
手手
がが

けけ
、、
繊繊
細細
かか
つつ
大大
胆胆
にに
作作
りり
上上
げげ
てて
いい
るる
真真
っっ
最最
中中

でで
すす
。。 

出出
演演
者者
、、
スス
タタ
ッッ
フフ
もも
様様
々々
なな
メメ
ンン
ババ
ーー
がが
揃揃
いい

まま
しし
たた
。。
架架
空空
のの
劇劇
団団
オオ
リリ
ジジ
ナナ
ルル
メメ
ンン
ババ
ーー
のの
他他
、、

常常
連連
、、
はは
たた
まま
たた
久久
しし
ぶぶ
りり
、、
そそ
しし
てて
初初
出出
演演
なな
どど
、、

多多
彩彩
なな
キキ
ャャ
スス
トト
のの
個個
性性
をを
おお
楽楽
しし
みみ
いい
たた
だだ
けけ
まま

すす
。。 

（（
ああ
らら
すす
じじ
）） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

とと
ああ
るる
日日
本本
のの
ババ
ーー
。。
そそ
ここ
でで
はは
、、
とと
ああ
るる
男男
がが

不不
機機
嫌嫌
そそ
うう
にに
ググ
ララ
スス
をを
握握
っっ
てて
いい
たた
。。 

そそ
ここ
へへ
、、
意意
味味
ああ
りり
げげ
にに
笑笑
みみ
をを
含含
んん
でで
いい
るる
男男
がが

やや
っっ
てて
きき
てて
、、
とと
ああ
るる
禁禁
断断
のの
酒酒
をを
勧勧
めめ
てて
きき
たた
。。 

そそ
しし
てて
そそ
のの
男男
はは
ここ
うう
言言
うう
。。「「
ここ
れれ
はは
、、
心心
のの
薬薬

でで
すす
。。」」
とと
。。 

 

そそ
のの
優優
男男
にに
酒酒
をを
注注
がが
れれ
るる
まま
まま
にに
、、
男男
はは
どど
んん

どど
んん
飲飲
んん
でで
いい
くく
。。
まま
るる
でで
死死
にに
急急
いい
でで
いい
るる
かか
のの

よよ
うう
にに
どど
んん
どど
んん
どど
んん
どど
んん
酔酔
っっ
てて
いい
くく
。。 

 

鬼鬼
もも
仏仏
もも
区区
別別
がが
でで
きき
ぬぬ
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
頃頃
、、
男男

はは
双双
六六
遊遊
びび
をを
持持
ちち
かか
けけ
らら
れれ
るる
。。 

命命
とと
人人
生生
をを
かか
けけ
たた
人人
生生
ゲゲ
ーー
ムム
。。
勝勝
つつ
かか
負負
けけ

るる
かか
運運
次次
第第
。。 

そそ
しし
てて
、、
そそ
のの
ゲゲ
ーー
ムム
がが
終終
わわ
っっ
たた
ああ
とと
、、
男男
はは

ああ
るる
もも
のの
をを
手手
にに
入入
れれ
るる
。。
そそ
のの
、、
ああ
るる
もも
のの
とと
はは

……
。。 

 

すす
でで
にに
亡亡
くく
なな
っっ
てて
いい
るる
人人
物物
とと
、、
生生
きき
てて
いい
るる

登登
場場
人人
物物
とと
がが
交交
錯錯
しし
、、
いい
つつ
のの
世世
もも
変変
わわ
らら
なな
いい

男男
とと
女女
のの
切切
なな
いい
物物
語語
がが
時時
空空
をを
超超
ええ
てて
繰繰
りり
広広
げげ

らら
れれ
るる
・・
・・
・・
。。 

 

なな
おお
、、
上上
記記
のの
公公
演演
はは
、、
２２
００
１１
５５
年年
のの
1100
月月
1166

((

金金))

〜〜
1188((

日日))

にに
上上
演演
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。 

くくららももちち ひひろろゆゆきき ささんん 

読者の娘さん（元保育士）が子育て中だとか。

悲喜こもごもの「子育て奮闘記」を綴ります。

第 18 話 息子が虜
とりこ

に

読者の娘さん（元保育士）が子育て中だとか。

悲喜こもごもの「子育て奮闘記」を綴ります。

第 18 話 息子が虜
とりこ

に

おおたたににぃぃ～～！！ 

岩岩手手県県出出身身ののススーーパパーーススタターーとと言言ええばば、、 

大大谷谷翔翔平平選選手手。。 

｢｢大大谷谷ささんんはは？？｣｣とと聞聞くくとと、、 

ババッットトをを振振っっててるるよよううなな動動作作ををししたたりり、、転転ががっっててるるボボーールルをを投投げげててみみたたりりすするる

ののでで、、どどんんなな事事ををししててるる人人ななののかかししっっかかりり理理解解ししててるるんんだだななああとと関関心心ししてていいまますす。。 

アアンンパパンンママンンをを見見てていいててもも、、途途中中かからら｢｢おおたたににぃぃ～～｣｣とと言言っっててくくるるののでで、、子子どどもも

だだかかららとと思思っってて子子どどもも向向けけののももののをを与与ええててししままいいががちちでですすがが、、そそのの子子のの興興味味ののああ

るるももののやや好好ききななももののをを分分かかっっててああげげるるこことともも大大切切だだななああとと、、息息子子にに気気付付かかさされれまま

ししたた。。                            （（そそららママママ）） 

彼彼はは、、わわずずかか１１歳歳８８ヶヶ月月のの我我がが息息子子ののここととままでで 

虜虜ににししててししままいいままししたた。。 

ニニュューーススでで大大谷谷選選手手がが出出るるとと｢｢ああ！！ああ！！！！｣｣とと大大興興奮奮。。 

少少ししずずつつ話話せせるる単単語語がが増増ええててききてて、、 

最最近近ででははテテレレビビにに向向かかっってて 

｢｢おおたたににぃぃ～～((大大谷谷))｣｣とと言言ううよよううにに((笑笑)) 

連載

DDDDiiiiaaaarrrryyyy 子子育育てて 
ダダダダイイイイアアアアリリリリーーーー  

大大谷谷選選手手のの特特集集をを集集中中ししてて見見るる息息子子((笑笑))  

最最
近近
子子
供供
達達
とと
、、
週週
末末
にに

なな
るる
とと
白白
鳥鳥
・・
カカ
モモ
にに
会会
いい

にに
行行
っっ
てて
まま
すす
～～ ✨✨

 

慣慣
れれ
たた
手手
つつ
きき
のの
子子
供供
達達

でで
すす
。。 

ちち
なな
みみ
にに
、、
最最
近近
はは
、、
紫紫

波波
にに
ああ
るる
五五
郎郎
沼沼
まま
でで
足足
をを

延延
ばば
しし
てて
いい
まま
すす 💦💦💦💦

 （（
ＺＺ
・・
ＭＭ
）） 

つつつつ
ぶぶぶぶ
やややや
きききき  

1111  

（（
読読
者者
ささ
んん
かか
らら
、、
写写
真真
付付
きき
でで
届届
きき
まま
しし
たた
のの
でで
掲掲
載載
しし
まま
すす
）） 

ＱＱＲＲココーードドのの読読みみ取取りり方方！！ 

江江見見

え み

 真真 一一

まさかず

先先生生 

（（ＹＹＥＥＳＳパパソソココンン学学院院）） 

ここ
んん
にに
ちち
はは
。。
パパ
ソソ
ココ
ンン
教教
室室
でで
勤勤
務務
をを
しし
てて

いい
るる
とと
、、
特特
にに
中中
高高
年年
のの
方方
かか
らら
のの
質質
問問
でで
一一
番番

多多
いい
のの
がが
ＱＱ
ＲＲ
ココ
ーー
ドド
のの
読読
みみ
取取
りり
方方
でで
すす
。。 

昔昔
はは
、、
パパ
ソソ
ココ
ンン
かか
らら
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
のの
アア
ドド

レレ
スス
をを
入入
力力
しし
てて
ねね
、、
とと
いい
うう
ササ
ーー
ビビ
スス
がが
多多
かか

っっ
たた
のの
でで
すす
ねね
。。 

ここ
ここ
最最
近近
はは
、、
スス
ママ
ホホ
需需
要要
がが
高高
まま
りり
、、
ホホ
ーー

ムム
ペペ
ーー
ジジ
をを
見見
るる
方方
のの
７７
割割
～～
８８
割割
がが
スス
ママ
ホホ

をを
利利
用用
しし
てて
いい
るる
よよ
うう
でで
すす
。。
そそ
のの
為為
、、
ＱＱ
ＲＲ
ココ

ーー
ドド
をを
読読
みみ
取取
るる
だだ
けけ
でで
簡簡
単単
にに
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー

ジジ
にに
誘誘
導導
でで
きき
るる
よよ
うう
設設
置置
すす
るる
企企
業業
やや
おお
店店

がが
増増
ええ
てて
いい
まま
すす
。。 

今今
回回
はは
、、
今今
更更
聞聞
けけ
なな
いい
シシ
リリ
ーー
ズズ
とと
いい
うう
事事

でで
ＱＱ
ＲＲ
ココ
ーー
ドド
のの
読読
みみ
取取
りり
方方
をを
簡簡
単単
にに
解解
説説

しし
まま
すす
。。 

 

第 11 回ＰＰＰＰＣＣＣＣ・・・・ススススママママホホホホ  活活活活用用用用術術術術  技技あありり！！   

１１..カカメメララアアププリリをを起起動動ししまますす。。 

２２..ＱＱＲＲココーードドをを撮撮影影すするるよよううににカカメメララををかかざざししまますす。。 

３３..たたいいてていいのの機機種種はは自自動動でで読読取取りり、、ササイイトトをを開開くくよよううななボボタタンンがが出出ててききまますす。。 

※※一一部部機機種種ははＱＱＲＲココーードドをを読読みみ取取るるアアププリリがが別別途途必必要要ととななりりまますす。。 

無無料料アアププリリななののでで PPLLAAYY スストトアアかからら探探ししてて設設定定ででききまますす。。 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
（３）

地域の方々の健康維持と健康増進のためのコラムを書
いていただくよう、先生にお願いしました。関係方面の
ご理解のもと連載することといたしました。（編集室）

渡渡邊邊
わたなべ

 活活見見
かつみ

 先先生生 
（プロフィール）
わたなべ内科・脳神経内科クリニッ
ク（高松３丁目）院長。長年にわたり、
脳神経内科医として、診療にたずさわ
ってこられました。医大時代はバイオ
リンを演奏していました。

わわたたななべべ先先生生のの健健康康ノノーートト（（第第９９７７回回）） 

朝朝起起ききたたらら首首がが痛痛くくてて・・・・・・『『寝寝違違ええ』』ににつついいてて

寝寝
違違
ええ
のの
原原
因因 

寝寝
違違
ええ
はは
、、
検検
査査
しし
てて
もも
骨骨
なな
どど
にに
異異
常常
がが
みみ
らら

れれ
るる
わわ
けけ
でで
はは
なな
いい
たた
めめ
、、
明明
確確
なな
原原
因因
はは
不不
明明
とと
ささ

れれ
てて
いい
まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、
寝寝
違違
ええ
のの
主主
なな
誘誘
因因
はは
、、
睡睡

眠眠
中中
のの
不不
自自
然然
なな
姿姿
勢勢
とと
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

睡睡
眠眠
中中
はは
筋筋
肉肉
がが
緩緩
んん
だだ
状状
態態
にに
なな
るる
たた
めめ
不不
自自

然然
なな
姿姿
勢勢
がが
長長
時時
間間
続続
くく
とと
首首
かか
らら
肩肩
にに
かか
けけ
てて
のの

筋筋
肉肉
やや
腱腱
（（
いい
わわ
ゆゆ
るる
スス
ジジ
））
にに
負負
担担
がが
かか
かか
りり
、、
そそ

のの
結結
果果
、、
血血
行行
不不
良良
やや
炎炎
症症
がが
起起
きき
てて
、、
寝寝
違違
ええ
をを
発発

症症
しし
てて
しし
まま
うう
のの
はは
なな
いい
かか
とと
考考
ええ
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

寝寝
違違
ええ
のの
検検
査査
とと
診診
断断 

多多
くく
のの
場場
合合
、、
時時
間間
経経
過過
とと
とと
もも
にに
痛痛
みみ
がが
改改
善善

しし
てて
徐徐
々々
にに
首首
をを
動動
かか
すす
ここ
とと
がが
可可
能能
にに
なな
りり
自自
然然

とと
治治
っっ
てて
いい
きき
まま
すす
。。 

ごご
くく
稀稀
にに
寝寝
違違
ええ
るる
とと
いい
うう
のの
はは
誰誰
にに
でで
もも
ああ
るる

ここ
とと
でで
、、
自自
然然
にに
痛痛
みみ
がが
とと
れれ
るる
のの
でで
ああ
れれ
ばば
、、
ああ
ええ

てて
治治
療療
すす
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
せせ
んん
がが
、、
痛痛
みみ
がが
強強
くく
日日

常常
生生
活活
にに
支支
障障
をを
きき
たた
すす
場場
合合
、、
なな
かか
なな
かか
治治
らら
なな
いい

場場
合合
（（
１１
週週
以以
上上
続続
くく
場場
合合
））、、
しし
びび
れれ
をを
伴伴
うう
場場
合合
、、

症症
状状
をを
頻頻
繁繁
にに
繰繰
りり
返返
すす
場場
合合
にに
はは
「「
頚頚
椎椎
椎椎
間間
板板
ヘヘ

ルル
ニニ
アア
」」「「
変変
形形
性性
頚頚
椎椎
症症
」」「「
頚頚
椎椎
症症
性性
神神
経経
根根
症症
」」

「「
頚頚
椎椎
症症
性性
脊脊
髄髄
症症
」」「「
頚頚
髄髄
腫腫
瘍瘍
」」
なな
どど
本本
格格
的的
なな

病病
気気
のの
可可
能能
もも
ああ
るる
たた
めめ
、、
受受
診診
をを
おお
勧勧
めめ
しし
まま
すす
。。 

問問
診診
（（
症症
状状
のの
経経
過過
））
とと
診診
察察
（（
首首
のの
どど
のの
辺辺
りり

がが
痛痛
いい
かか
））
、、
そそ
しし
てて
検検
査査
でで
はは
ＸＸ
線線
やや
ＭＭ
ＲＲ
ＩＩ
なな
どど

のの
画画
像像
検検
査査
をを
行行
いい
まま
すす
。。 

寝寝
違違
ええ
はは
、、
椎椎
間間
板板
ヘヘ
ルル
ニニ
アア
なな
どど
他他
のの
病病
気気
をを

除除
外外
すす
るる
ここ
とと
でで
診診
断断
ささ
れれ
まま
すす
。。 

寝寝
違違
ええ
のの
治治
療療
法法 

診診
察察
やや
検検
査査
のの
結結
果果
、、
寝寝
違違
ええ
とと
診診
断断
ささ
れれ
たた
場場

合合
、、
消消
炎炎
鎮鎮
痛痛
薬薬
（（
内内
服服
薬薬
やや
外外
用用
薬薬
））
がが
処処
方方
ささ

れれ
まま
すす
。。 

拘拘
縮縮
（（
ここ
うう
しし
ゅゅ
くく
））
がが
強強
いい
方方
にに
はは
、、
筋筋
弛弛
緩緩

薬薬
やや
ここ
むむ
らら
返返
りり
のの
治治
療療
でで
使使
うう
漢漢
方方
薬薬
がが
有有
効効

なな
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

まま
たた
、、
首首
のの
筋筋
肉肉
やや
筋筋
膜膜
にに
局局
所所
麻麻
酔酔
薬薬
をを
注注
射射

すす
るる
治治
療療
をを
選選
択択
すす
るる
ケケ
ーー
スス
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

ママルルイイチチ 

上上
田田
方方
面面

北北上上川川 
夕夕
顔顔
瀬瀬
橋橋

盛盛岡岡駅駅方方面面 舘舘坂坂橋橋方方面面 

材材木木町町商商店店街街 

岩岩手手高高校校 
県県庁庁方方面面 

一一生生美美味味ししくく食食事事ががででききるるおお口口
のの健健康康をを提提供供ししてていいまますす 

ホホワワイイトトニニンンググのの特特長長

歯歯のの内内部部かからら白白くくししまますす

歯歯をを強強くくししななががらら白白くくししまますす 

飲飲食食制制限限ははあありりまませせんん

ここ
れれ
まま
でで
ママ
スス
クク
をを
しし
てて
いい
るる
ここ
とと
がが
多多
かか
っっ
たた
とと
思思

いい
まま
すす
がが
、、
皆皆
ささ
んん
はは
ママ
スス
クク
をを
外外
しし
てて
大大
きき
くく
口口
をを
開開
けけ

るる
準準
備備
はは
出出
来来
てて
いい
まま
すす
かか
？？ 

ざざ
いい
もも
くく
ちち
ょょ
うう
歯歯
科科
でで
はは
、、
ここ
のの
度度
、、
ホホ
ワワ
イイ
トト
ニニ
ンン

ググ
シシ
スス
テテ
ムム
をを
新新
たた
なな
方方
法法
にに
変変
更更
しし
まま
しし
たた
。。 

新新
しし
いい
ホホ
ワワ
イイ
トト
ニニ
ンン
ググ
はは
、、
歯歯
をを
強強
くく
しし
なな
がが
らら
白白
くく

すす
るる
、、
飲飲
食食
制制
限限
がが
なな
いい
等等
のの
ここ
れれ
まま
でで
とと
違違
っっ
たた
ホホ
ワワ
イイ

トト
ニニ
ンン
ググ
をを
提提
供供
すす
るる
ここ
とと
がが
出出
来来
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし

たた
。。 大大

きき
なな
おお
口口
をを
開開
けけ
てて
素素
敵敵
なな
笑笑
顔顔
でで
笑笑
ええ
るる
よよ
うう
にに

精精
一一
杯杯
ササ
ポポ
ーー
トト
ささ
せせ
てて
もも
らら
いい
まま
すす
。。
是是
非非
、、
新新
しし
いい
ホホ

ワワ
イイ
トト
ニニ
ンン
ググ
をを
体体
験験
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

 

院院
長長 

中中
谷谷
寛寛
之之

素素
敵敵
なな
笑笑
顔顔
をを
作作
りり
まま
せせ
んん
かか
？？

2244 時時間間予予約約可可能能でですす 

hhttttppss::////zzmmtt--ddcc..ccoomm// 

駐駐車車場場有有 

朝朝
起起
きき
たた
とと
きき
にに
、、
首首
にに
強強
いい
痛痛
みみ
をを
感感
じじ
てて

動動
かか
せせ
なな
かか
っっ
たた
りり
回回
せせ
なな
かか
っっ
たた
りり
しし
たた
経経
験験

がが
ああ
るる
方方
もも
多多
いい
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

ここ
のの
よよ
うう
なな
症症
状状
はは
、、
一一
般般
的的
にに
「「
寝寝
違違
ええ
」」

とと
呼呼
ばば
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

寝寝
違違
ええ
はは
、、
本本
格格
的的
なな
体体
調調
不不
良良
とと
はは
言言
いい
切切

れれ
なな
いい
まま
でで
もも
、、
肩肩
やや
首首
のの
痛痛
みみ
でで
動動
きき
がが
著著
しし

くく
制制
限限
ささ
れれ
てて
しし
まま
いい
まま
すす
。。 

通通
常常
、、
時時
間間
のの
経経
過過
とと
とと
もも
にに
改改
善善
しし
てて
いい
きき

まま
すす
がが
、、
一一
日日
中中
不不
快快
でで
気気
にに
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
たた

めめ
でで
きき
るる
だだ
けけ
早早
くく
改改
善善
しし
たた
いい
もも
のの
。。 

今今
回回
はは
、、
多多
くく
のの
人人
をを
悩悩
まま
せせ
てて
いい
るる
小小
ささ
なな

不不
快快
のの
一一
つつ
、、「「
寝寝
違違
ええ
」」
のの
正正
しし
いい
対対
処処
法法
とと
予予

防防
法法
をを
ごご
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。 

 

睡眠から目覚めたときに首の後ろや首から肩にかけて痛みが出る

ことを、いわゆる「寝違え」呼びます。寝違えは、医学的な病名では

なく、正式には「急性疼痛性頚部拘縮（きゅうせい とうつうせい け

いぶ こうしゅく）」と言います。「拘縮こうしゅく」とは、筋肉が極

度に緊張して収縮、固まってしまっている状態の事を言います。

睡眠から目覚めたときに首の後ろや首から肩にかけて痛みが出る

ことを、いわゆる「寝違え」呼びます。寝違えは、医学的な病名では

なく、正式には「急性疼痛性頚部拘縮（きゅうせい とうつうせい け

いぶ こうしゅく）」と言います。「拘縮こうしゅく」とは、筋肉が極

度に緊張して収縮、固まってしまっている状態の事を言います。

「「「「寝寝寝寝違違違違ええええ」」」」ととととはははは 

寝寝
違違
ええ
てて
しし
まま
っっ
たた
とと
きき
のの
対対
処処
法法 

基基
本本
的的
にに
はは
寝寝
違違
ええ
はは
安安
静静
にに
すす
るる
ここ
とと
がが
基基
本本

でで
すす
。。
無無
理理
にに
動動
かか
すす
ここ
とと
はは
せせ
ずず
、、
日日
常常
生生
活活
のの
中中

でで
徐徐
々々
にに
首首
をを
動動
かか
すす
ここ
とと
でで
治治
っっ
てて
いい
くく
のの
がが
一一

般般
的的
でで
すす
。。 

症症
状状
がが
起起
きき
たた
らら
まま
ずず
はは
炎炎
症症
にに
よよ
っっ
てて
痛痛
みみ
がが

生生
じじ
てて
いい
るる
箇箇
所所
をを
冷冷
やや
しし
、、
痛痛
みみ
がが
弱弱
まま
っっ
てて
きき
たた

らら
（（
炎炎
症症
をを
起起
ここ
しし
てて
いい
るる
状状
態態
がが
落落
ちち
着着
いい
たた
らら
））

冷冷
やや
すす
のの
をを
やや
めめ
てて
、、
首首
やや
肩肩
のの
血血
流流
をを
促促
すす
目目
的的
でで

逆逆
にに
温温
めめ
まま
しし
ょょ
うう
。。 

首首
やや
肩肩
のの
筋筋
肉肉
をを
ほほ
ぐぐ
すす
目目
的的
でで
痛痛
みみ
をを
感感
じじ
なな

いい
範範
囲囲
でで
のの
穏穏
やや
かか
なな
スス
トト
レレ
ッッ
チチ
をを
行行
うう
ここ
とと
もも

効効
果果
的的
なな
場場
合合
がが
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
痛痛
みみ
をを
我我
慢慢
しし
たた
過過

度度
のの
スス
トト
レレ
ッッ
チチ
はは
逆逆
効効
果果
とと
なな
りり
まま
すす
。。 

寝寝
違違
ええ
をを
予予
防防
しし
よよ
うう
！！ 

寝寝
違違
ええ
のの
主主
なな
原原
因因
（（
誘誘
因因
））
はは
寝寝
てて
いい
るる
とと
きき

のの
不不
自自
然然
なな
姿姿
勢勢
でで
ああ
るる
たた
めめ
、、
正正
しし
いい
姿姿
勢勢
でで
寝寝
るる

ここ
とと
をを
心心
がが
けけ
たた
りり
、、
就就
寝寝
環環
境境
をを
整整
ええ
たた
りり
すす
るる
ここ

とと
でで
寝寝
違違
ええ
をを
予予
防防
でで
きき
まま
すす
。。 

腰腰
がが
沈沈
みみ
すす
ぎぎ
るる
ベベ
ッッ
ドド
やや
寝寝
返返
りり
しし
にに
くく
いい
高高

ささ
のの
枕枕
なな
どど
はは
使使
用用
をを
見見
直直
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。 

自自
然然
なな
寝寝
返返
りり
がが
でで
きき
るる
寝寝
具具
をを
使使
用用
すす
るる
ここ
とと

でで
、、
筋筋
肉肉
やや
背背
骨骨
へへ
のの
負負
担担
がが
軽軽
減減
ささ
れれ
るる
たた
めめ
、、
不不

自自
然然
なな
姿姿
勢勢
のの
予予
防防
にに
効効
果果
的的
でで
すす
。。 

まま
たた
、、
筋筋
肉肉
がが
緊緊
張張
やや
ココ
リリ
でで
硬硬
くく
なな
っっ
てて
いい
るる

とと
寝寝
違違
ええ
しし
やや
すす
くく
なな
りり
まま
すす
。。 

しし
っっ
かか
りり
湯湯
船船
にに
浸浸
かか
っっ
てて
体体
をを
温温
めめ
たた
りり
、、
寝寝

るる
前前
にに
軽軽
いい
スス
トト
レレ
ッッ
チチ
をを
しし
たた
りり
しし
てて
筋筋
肉肉
をを
ほほ

ぐぐ
しし
てて
おお
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。 

いわゆる寝違えの特徴的な症状は、睡眠から目覚めたときに首を動

かすと、首の後ろや首から肩にかけて生じる筋肉痛のような鈍い痛み

です。

特定の方向を向くときに痛みが強くなり、痛みで首を動かせないこ

ともあります。右に向くと痛い、前に倒せない、後ろに倒せないなど

痛め方によって制限される方向は様々です。

ほんどのケースで首から肩にかけての痛みは 2〜3 日で治まります

が、どの方向にもほとんど首が動かせず安静でもひどく痛みを生じる

重度な症状に至るケースもあります。

「「寝寝違違ええ」」のの症症状状

いわゆる寝違えの特徴的な症状は、睡眠から目覚めたときに首を動

かすと、首の後ろや首から肩にかけて生じる筋肉痛のような鈍い痛み

です。

特定の方向を向くときに痛みが強くなり、痛みで首を動かせないこ

ともあります。右に向くと痛い、前に倒せない、後ろに倒せないなど

痛め方によって制限される方向は様々です。

ほんどのケースで首から肩にかけての痛みは 2〜3 日で治まります

が、どの方向にもほとんど首が動かせず安静でもひどく痛みを生じる

重度な症状に至るケースもあります。

「「「「「「「「「「寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違えええええええええええええええええええええええ」」」」」」」」」」ののののののののののののののののののの症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状

★★hhttttpp::////wwwwww..ssgg--mmiiyyaaggiikkaaii..jjpp// 

００１１９９((６６６６５５))１１３３１１００ 
（（相相談談員員））外外川川、、吉吉田田、、外外久久保保ままでで

入入 居居 
相相談談はは 

給給与与：：116666,,000000 円円～～223311,,000000 円円 
※※介介護護福福祉祉手手当当・・処処遇遇改改善善手手当当含含むむ 

時時間間：：①①88::3300～～1177::3300  

②②77::0000～～1166::0000 

③③1133::0000～～2222::0000 

④④夜夜勤勤（（66,,000000 円円//回回））他他 

休休日日：：シシフフトト制制（（月月 99～～1100 日日）） 

そそのの他他：：賞賞与与支支給給時時にに処処遇遇改改善善手手当当 

1122～～1177 万万円円程程度度支支給給 

介介護護福福祉祉士士（（正正職職員員））

問問合合せせ先先 

☎☎001199((666655))11331100 

担担当当:: 北北村村、、大大竹竹 

ケケアアママネネジジャャーー（（介介護護支支援援専専門門員員）） 

給給与与：：118800,,000000 円円～～222277,,550000 円円 
※※別別途途手手当当支支給給、、経経験験、、能能力力考考慮慮 

時時間間：：88::3300～～1177::3300  ※※休休憩憩 6600 分分   

休休日日：：シシフフトト制制（（月月 99～～1100 日日）） 

資資格格：：介介護護支支援援専専門門員員、、普普通通自自動動車車運運
転転免免許許 

今今
なな
らら
、、
入入
職職
祝祝
いい
金金
最最
大大
1155
万万
円円
支支
給給
！！ 

※※
夜夜
勤勤
可可
能能
なな
常常
勤勤
のの
介介
護護
職職
員員 

※※
オオ
ンン
ココ
ーー
ルル
可可
能能
なな
常常
勤勤
のの
看看
護護
職職
員員
にに
限限
るる 

介介護護士士（（6600 歳歳以以上上・・パパーートト）） 
※※高高齢齢者者等等のの特特定定年年齢齢層層雇雇用用促促進進求求人人 

時時給給：：990000 円円～～11,,110000 円円 
※※介介護護福福祉祉士士のの資資格格ををおお持持ちちのの場場合合、、

時時給給＋＋3300 円円 

※※毎毎月月、、勤勤務務時時間間数数にに応応じじたた処処遇遇改改善善 

加加算算手手当当をを支支給給 

（（フフルルタタイイムムのの場場合合はは 1166,,000000 円円）） 

時時間間：：77::0000～～2200::0000 のの間間のの 33時時間間以以上上   

※※就就業業希希望望日日・・時時間間 相相談談可可 

家家族族のの介介護護でで困困っってていいるる方方、、 
ごご相相談談下下ささいい。。  入入居居者者募募集集中中 

募募集集中中 介介護護職職員員・・看看護護職職員員 ハハロローーワワーーククににもも登登録録中中。。 
ケケアアママネネーージジャャーー、、パパーートト介介護護、、介介護護補補助助等等もも。。 

施施設設見見学学大大歓歓迎迎！！ おお気気軽軽にに問問合合せせくくだだささいい！！ 

給給与与：：【【正正看看護護師師】】 

119933,,000000 円円～～225566,,000000 円円 

【【准准看看護護師師】】 

116655,,000000 円円～～221144,,000000 円円 

※※資資格格手手当当含含むむ。。オオンンココーールル手手当当 

（（11,,000000 円円//回回））別別途途支支給給、、回回数数相相談談可可 

時時間間：：88::3300～～1177::3300 

休休日日：：シシフフトト制制（（月月 99～～1100 日日）） 

看看護護師師（（正正職職員員）） 



 
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （４）

風風ととａａｏｏのの美美容容室室髪が、心地よく風になびく……
自分らしいことに気づく瞬間です。

緑緑がが丘丘ヒヒルルズズ入入口口。。 
tteell  001199--668811--44330022  

定定休休日日はは月月曜曜。。不不定定休休あありりまますす。。

営営業業時時間間 火火～～土土 1100::0000～～2200::0000 
日日・・祝祝 1100::0000～～1188::0000

詳しくはホームページをどうぞ

メール y.nakadate@outlook.jp
LINE@  @ｉｓａ7399

ははりり灸灸 ささささきき 

鍼鍼灸灸治治療療  佐佐々々木木正正人人  

☎☎ 001199--666633--66333377 

市市立立 
図図書書館館 
 

高高松松のの池池 

国国道道４４号号線線

のの池池 

幼幼稚稚園園 

ﾊﾊﾘﾘｽｽﾄﾄｽｽ 
正正教教会会 

坂坂道道をを登登るる 

P

高高松松 11--55--44 

往往診診ででききまますす。。 

不不定定休休でですす。。 

交交通通手手段段ののなないい方方はは、、 

ごご相相談談くくだだささいい。。 

診診察察日日時時はは、、電電話話ででごご相相談談くくだだささいい。。

2010 年ＨＩＫＡＲＩ
ＣＵＰグランプリ・
ジャーナル賞、2012
年ミルボン・デザイ
ナーズアビリティー
最高賞、2018 年ジャ
パンへアドレッシン
グ・アワード北海
道・東北エリア・ノ
ミネートなど。

キキュューーテティィククルルととはは、、髪髪のの毛毛のの表表面面をを覆覆っってていいるる組組織織ののこことと

でですす。。通通常常５５、、６６枚枚がが重重ななっってていいてて、、１１枚枚１１枚枚がが油油分分でで繋繋ががっっ

てていいるるののでで、、キキュューーテティィククルルががししっっかかりりししてていいるるとと油油分分にによよっっ

ててツツヤヤがが出出まますす。。ダダメメーージジのの無無いい子子供供のの髪髪のの毛毛はは「「天天使使のの輪輪」」

がが出出来来まますすよよねね。。 

ダダメメーージジをを重重ねねるるとと剥剥ががれれてて減減りりまますすがが００枚枚ににななるるここととはは

あありりまませせんん。。ししかかしし、、一一度度減減っっててししままううとと元元通通りりににななるるこことともも

あありりまませせんん。。 

そそれれにによよっってて、、ツツヤヤがが無無くくななっったたりり、、手手触触りりがが悪悪くくななっったたりり、、

枝枝毛毛ににななりりややすすくくななっったたりりししまますす。。 

パパーーママややカカララーーのの繰繰りり返返しし、、ススタタイイリリンンググででアアイイロロンンをを多多用用

すするる場場合合ででもも、、ダダメメーージジはは重重ななりりまますすののでで、、普普段段かかららトトリリーートト

メメンントトややオオイイルルででケケアアすするるここととはは大大切切でですすねね。。 

 

カカリリススママ美美容容師師ののエエッッセセーー 

知知知知っっっったたたたらららら優優優優ししししくくくくししししちちちちゃゃゃゃうううう髪髪髪髪ののののこここことととと  

髪と頭皮と

私

中中舘舘 弥弥寿寿夫夫 ささんん 

第８４話   キキュューーテティィククルルととはは？？ 

「「
歯歯
周周
病病
のの
治治
療療
をを
すす
るる
とと
血血
糖糖
ココ
ンン
トト
ロロ
ーー

ルル
がが
改改
善善
すす
るる
」」
とと
いい
うう
研研
究究
成成
果果
もも
、、
数数
多多
くく

報報
告告
ささ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

歯歯
周周
病病
のの
治治
療療
をを
しし
てて
歯歯
肉肉
のの
炎炎
症症
がが
改改
善善
すす

るる
とと
、、
イイ
ンン
スス
リリ
ンン
抵抵
抗抗
性性
がが
改改
善善
しし
、、
そそ
れれ
にに

よよ
っっ
てて
血血
糖糖
値値
もも
改改
善善
しし
まま
すす
。。 

逆逆
にに
、、
糖糖
尿尿
病病
がが
改改
善善
すす
るる
とと
歯歯
周周
病病
もも
改改
善善

すす
るる
ここ
とと
もも
わわ
かか
っっ
てて
きき
てて
いい
まま
すす
。。 

ここ
のの
よよ
うう
にに
、、
歯歯
周周
病病
とと
糖糖
尿尿
病病
はは
大大
変変
関関
わわ

りり
がが
ああ
るる
病病
気気
でで
すす
。。 

糖糖
尿尿
病病
のの
方方
がが
歯歯
科科
医医
院院
にに
かか
かか
るる
時時
にに
はは
、、

まま
ずず
、、
ごご
自自
身身
がが
糖糖
尿尿
病病
患患
者者
でで
ああ
るる
ここ
とと
、、
投投

薬薬
治治
療療
をを
行行
なな
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
なな
どど
をを
歯歯
科科
医医
師師

にに
申申
告告
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。
血血
糖糖
ココ
ンン
トト
ロロ
ーー
ルル
がが
悪悪

いい
場場
合合
、、
歯歯
のの
治治
療療
をを
すす
ぐぐ
にに
行行
ええ
なな
いい
場場
合合
もも

ああ
りり
まま
すす
。。 

治治
療療
をを
行行
っっ
てて
よよ
いい
かか
歯歯
科科
医医
師師
だだ
けけ
でで
はは
判判

断断
でで
きき
ずず
、、
糖糖
尿尿
病病
のの
主主
治治
医医
にに
確確
認認
をを
とと
るる
場場

合合
もも
ああ
りり
まま
すす
。。 

ここ
のの
よよ
うう
にに
、、
歯歯
科科
医医
師師
とと
糖糖
尿尿
病病
のの
主主
治治
医医

がが
連連
携携
すす
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
のの
でで
、、
かか
かか
りり
つつ
けけ
のの

歯歯
科科
医医
院院
をを
作作
っっ
てて
おお
くく
とと
安安
心心
でで
すす
。。 

 

（（ 

ざざ
いい
もも
くく
ちち
ょょ
うう
歯歯
科科 

中中
谷谷 

寛寛
之之 

）） 

歯歯
周周
病病
はは
、、
糖糖
尿尿
病病
のの
合合
併併
症症
のの
一一
つつ
とと
言言
わわ

れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

なな
ぜぜ
、、
歯歯
肉肉
のの
炎炎
症症
でで
ああ
るる
歯歯
周周
病病
がが
全全
身身
疾疾

患患
のの
糖糖
尿尿
病病
にに
関関
わわ
りり
がが
ああ
るる
のの
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

歯歯
周周
病病
菌菌
はは
腫腫
れれ
たた
歯歯
肉肉
かか
らら
血血
管管
内内
にに
侵侵
入入

しし
てて
、、
全全
身身
をを
巡巡
りり
まま
すす
。。
血血
管管
にに
入入
っっ
たた
細細
菌菌

はは
死死
にに
まま
すす
がが
、、
歯歯
周周
病病
菌菌
のの
内内
毒毒
素素
（（
細細
菌菌
がが

死死
滅滅
しし
てて
もも
毒毒
はは
残残
るる
））
がが
血血
糖糖
値値
にに
悪悪
影影
響響
をを

及及
ぼぼ
しし
まま
すす
。。
血血
液液
中中
のの
内内
毒毒
素素
はは
、、
脂脂
肪肪
組組
織織

やや
肝肝
臓臓
かか
らら
のの
ＴＴ
ＮＮ
ＦＦ--

アア
ルル
フフ
ァァ
のの
生生
産産
をを
強強

力力
にに
促促
しし
まま
すす
。。
ＴＴ
ＮＮ
ＦＦ--

アア
ルル
フフ
ァァ
はは
、、
血血
液液
中中

のの
糖糖
分分
のの
取取
りり
込込
みみ
をを
抑抑
ええ
るる
働働
きき
もも
ああ
るる
たた

めめ
、、
血血
糖糖
値値
がが
上上
昇昇
すす
るる
なな
どど
、、
糖糖
尿尿
病病
がが
悪悪
化化

しし
やや
すす
くく
なな
りり
まま
すす
。。
逆逆
にに
、、
糖糖
尿尿
病病
にに
なな
るる
とと
、、

細細
菌菌
にに
対対
すす
るる
抵抵
抗抗
力力
やや
組組
織織
のの
修修
復復
力力
がが
低低
下下

しし
てて
口口
腔腔
内内
のの
乾乾
燥燥
がが
起起
ここ
るる
なな
どど
、、
歯歯
周周
病病
がが

悪悪
化化
しし
やや
すす
くく
なな
りり
まま
すす
。。 

第第
1133
回回 

歯歯歯歯
周周周周
病病病病
とととと
糖糖糖糖
尿尿尿尿
病病病病
のののの
関関関関
わわわわ
りりりり  

豆豆豆豆
知知知知
識識識識  

歯歯歯歯
のののの
健健健健
康康康康  

中中谷谷寛寛之之 先先生生 

連連
載載 

外外
見見
はは
壮壮
年年
のの
よよ
うう 

華華
佗佗
（（
かか
だだ
））
はは
二二
世世
紀紀
かか
らら
三三
世世
紀紀
初初

頭頭
にに
かか
けけ
てて
知知
らら
れれ
たた
後後
漢漢
時時
代代
のの
名名
医医

でで
すす
。。 

薬薬
湯湯
のの
処処
方方
やや
鍼鍼
灸灸
にに
精精
通通
しし
てて
いい
まま

しし
たた
がが
、、
そそ
れれ
でで
もも
病病
気気
がが
治治
らら
なな
けけ
れれ
ばば

外外
科科
手手
術術
をを
施施
しし
まま
しし
たた
。。 

外外
科科
手手
術術
でで
はは
、、
まま
ずず
麻麻
沸沸
散散
（（
まま
ふふ
つつ

ささ
んん
））
とと
いい
うう
酒酒
でで
酔酔
わわ
せせ
てて
眠眠
らら
せせ
、、
知知

覚覚
がが
無無
くく
なな
っっ
たた
とと
ここ
ろろ
でで
患患
部部
をを
切切
開開

しし
、、
病病
根根
をを
切切
りり
取取
っっ
てて
縫縫
合合
しし
、、
一一
ヶヶ
月月

でで
全全
快快
ささ
せせ
たた
とと
伝伝
ええ
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

そそ
のの
ほほ
かか
にに
もも
色色
々々
なな
方方
術術
にに
通通
じじ
てて

いい
てて
、、
年年
齢齢
はは
百百
歳歳
近近
くく
にに
なな
っっ
てて
もも
外外
見見

はは
壮壮
年年
のの
よよ
うう
でで
しし
たた
のの
でで
、、
人人
々々
はは
華華
佗佗

をを
仙仙
人人
だだ
とと
思思
っっ
てて
いい
たた
とと
いい
いい
まま
すす
。。 

曹曹
操操
とと
のの
因因
縁縁
話話 

華華
佗佗
はは
諸諸
国国
かか
らら
高高
官官
とと
しし
てて
のの
就就
職職
をを
求求

めめ
らら
れれ
てて
もも
全全
てて
断断
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
がが
、、
最最
後後

にに
はは
同同
郷郷
でで
ああ
っっ
たた
魏魏
のの
曹曹
操操
のの
侍侍
医医
とと
なな
りり

まま
しし
たた
。。
ここ
ここ
かか
らら
華華
佗佗
とと
曹曹
操操
のの
因因
縁縁
話話
がが

始始
まま
るる
のの
でで
すす
がが
、、
そそ
のの
前前
にに
小小
説説
「「
三三
国国
志志

演演
義義
」」
にに
書書
かか
れれ
てて
いい
るる
華華
佗佗
のの
話話
をを
紹紹
介介
しし

まま
しし
ょょ
うう
。。 

曹曹
操操
とと
戦戦
っっ
てて
いい
たた
蜀蜀
のの
武武
将将
関関
羽羽
はは
、、
肘肘

にに
毒毒
矢矢
がが
当当
たた
っっ
てて
危危
険険
なな
状状
態態
にに
なな
りり
まま
しし

たた
。。 そそ

ここ
にに
現現
れれ
たた
のの
がが
華華
佗佗
でで
、、
華華
佗佗
はは
関関
羽羽

のの
肘肘
をを
切切
開開
しし
、、
骨骨
にに
つつ
いい
たた
毒毒
をを
削削
りり
落落
とと

すす
とと
いい
うう
大大
手手
術術
をを
施施
しし
まま
しし
たた
。。 

関関
羽羽
はは
手手
術術
のの
大大
変変
なな
激激
痛痛
にに
よよ
くく
耐耐
ええ
たた

のの
でで
、、
華華
佗佗
はは
関関
羽羽
をを
「「
将将
軍軍
はは
天天
神神
だだ
」」
とと

褒褒
めめ
称称
ええ
まま
しし
たた
。。 

後後
にに
関関
羽羽
はは
曹曹
操操
とと
のの
戦戦
いい
にに
敗敗
れれ
てて
殺殺
ささ

れれ
、、
そそ
のの
首首
がが
曹曹
操操
のの
もも
とと
にに
送送
らら
れれ
てて
きき
まま

しし
たた
。。
関関
羽羽
のの
首首
をを
見見
たた
曹曹
操操
はは
激激
しし
いい
頭頭
痛痛

にに
襲襲
わわ
れれ
まま
すす
。。 

華華
佗佗
にに
診診
てて
もも
らら
うう
とと
、、
華華
佗佗
はは
「「
頭頭
部部
をを

切切
開開
しし
てて
病病
根根
をを
取取
りり
除除
かか
ねね
ばば
なな
りり
まま
せせ

んん
」」
とと
言言
いい
まま
しし
たた
。。 

ここ
れれ
をを
聞聞
いい
てて
曹曹
操操
はは
、、
華華
佗佗
はは
自自
分分
をを
殺殺

すす
つつ
もも
りり
だだ
とと
思思
いい
込込
みみ
、、
猜猜
疑疑
のの
ああ
まま
りり
つつ

いい
にに
華華
佗佗
をを
殺殺
しし
てて
しし
まま
いい
まま
しし
たた
。。 

ここ
れれ
はは
小小
説説
のの
話話
でで
すす
がが
、、
次次
回回
はは
「「
後後
漢漢

書書
華華
佗佗
伝伝
」」
かか
らら
おお
話話
しし
まま
すす
。。 

第第 6633 話話  中中国国名名医医伝伝 1100（（華華佗佗 編編 ①①）） 

佐佐々々木木
さ さ き

 正正人人
まさひと

 先先生生 

鍼灸師 鍼灸ささき・院長。
高松で鍼灸治療院を開いて
います。岩手県トライアスロン
協会事務局長もされています。

佐々木先生のひとくちココラムム佐々木先生 ひひとくくちち ララ

東東洋洋医医学学のの話話 

体体ののパパワワーーススポポッットト 
かか だだ 

第６４話社社交交ダダンンススの話
））

第６４話社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社交社交社交交交交交交社交社交社交社社社社交社社社社交社交交交社交社交社交社交交交社交社交社交社交交交交交交交交交交社交社交社社社交社社社社社社交社社社社交社社交社交交交交社交社交社交社交交交交交交社交社交社交社交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンスススススススススススススススススススススススススススススの話

緑が丘でダンス教室を開いている「いわもちダンス・スタジオ」の

岩持さんによる社交ダンスにまつわるコラムです。

「「社社交交ダダンンスス」」っってて 
どどんんななダダンンススだだとと思思いいまますすかか？？ 

いいろろいいろろなな社社交交ダダンンスス！！ 楽楽ししみみ方方もも、、いいろろいいろろでですす！！ 

 知知っってていいるる方方もも多多いいとと思思いいまますすがが、、社社交交ダダンンススはは、、男男性性とと女女性性がが

ペペアアににななりり、、男男性性ががリリーードド（（エエススココーートト））、、女女性性ががフフォォロローーししなながが

らら踊踊るるダダンンススでですす。。 

 そそれれがが近近ごごろろ変変化化がが…… 

・・男男性性同同士士ままたたはは女女性性同同士士ががペペアアににななりり並並んんでで同同じじスステテッッププををししてて

踊踊るるララテテンンダダブブルルスス 

・・女女性性がが男男性性パパーートトののスステテッッププをを覚覚ええてて女女性性のの方方とと踊踊るる（（ダダンンススパパ

ーーテティィ等等でで男男性性にに誘誘わわれれななかかっったた時時、、女女性性をを誘誘っってて踊踊るるここととががでできき

まますす）） 

・・男男女女ペペアアににななりりまますすがが、、女女性性ががリリーーダダーー、、男男性性ががフフォォロローーとといいっっ

たた男男女女がが逆逆転転ししてて踊踊るる ななどど……。。 

ももちちろろんん「「男男女女ががペペアア。。リリーードドととフフォォロローー」」ががベベーーススでですすがが、、令令

和和にに入入るる頃頃かからら社社交交ダダンンススもも多多様様化化ししててききてておおりりまますす。。 

スススストトトトレレレレッッッッチチチチ  たたたたいいいいむむむむ  

  毎毎毎毎週週週週月月月月曜曜曜曜日日日日  11111111::::00000000～～～～（（（（44445555 分分分分））））  

1111 回回回回  555500000000 円円円円  （（（（  初初初初回回回回ののののみみみみ入入入入会会会会金金金金  3333,,,,000000000000 円円円円  ））））  

ＳＳＳＳｈｈｈｈａａａａｌｌｌｌｌｌｌｌ  ｗｗｗｗｅｅｅｅ  ダダダダンンンンスススス  ？？？？  

社社社社交交交交ダダダダンンンンスススス、、、、踊踊踊踊っっっっててててみみみみまままませせせせんんんんかかかか。。。。  

気気気気軽軽軽軽ににににスススストトトトレレレレッッッッチチチチ！！！！  自自自自分分分分のののの体体体体とととと向向向向きききき合合合合うううう時時時時間間間間でででですすすす。。。。  

山山留留ささんん 
松松園園方方面面→→ 

ＰＰ 

ママルルイイチチささんん 

緑緑がが丘丘 33--1199--1133    駐駐車車場場有有りりまますす  定定休休日日：：日日曜曜日日 
月月～～金金  1111：：0000～～2211：：0000  土土・・祝祝  1111：：0000～～1188：：0000 

いいいいわわわわももももちちちちダダダダンンンンススススススススタタタタジジジジオオオオ  ☎☎ 001199‐‐666644‐‐00006666 

氏氏名名、、住住所所をを明明記記ししてて下下ささいい。。 
メメーールルででのの応応募募はは  

→→ iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm 
ハハガガキキででのの応応募募はは 
 →→ 滝滝沢沢市市巣巣子子 220088--3311  

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん編編集集室室 宛宛 

つつつつぶぶぶぶややややきききき  募募募募集集集集  ！！！！  
つつつつ
ぶぶぶぶ
やややや
きききき  

2222  

若若
かか
りり
しし
頃頃
、、
或或
るる
俳俳

句句
のの
全全
国国
大大
会会
にに
応応
募募

しし
、、
何何
とと
、、
「「
大大
会会
賞賞
」」

のの
一一
つつ
にに
選選
出出
ささ
れれ
てて

盾盾
とと
賞賞
状状
がが
届届
きき
まま
しし

たた
。。 

「「
もも
っっ
とと
好好
きき
にに
なな
りり

たた
かか
っっ
たた
〇〇
〇〇
〇〇
」」
とと
いい

うう
俳俳
句句
作作
品品
でで
しし
たた
。。 

後後
日日
談談
。。
ここ
れれ
をを
知知
っっ

たた
恋恋
人人
がが
怒怒
りり
出出
しし
まま

しし
たた
。。
「「
そそ
のの
女女
のの
人人
をを

もも
っっ
とと
好好
きき
にに
なな
りり
たた

かか
っっ
たた
のの
ねね
。。
」」
後後
日日
談談

もも
うう
一一
つつ
。。
当当
時時
通通
っっ
てて

いい
たた
句句
会会
のの
老老
年年
指指
導導

者者
がが
「「
ここ
れれ
はは
君君
のの
ここ
とと

だだ
よよ
。。
とと
答答
ええ
てて
おお
けけ
ばば

丸丸
くく
収収
まま
っっ
たた
のの
にに
。。
」」

とと
言言
いい
まま
しし
たた
。。 

（（
匿匿
名名
希希
望望
）） 

2 コマ 18,000 円（税別）

これが、全体で 2 コマです。

滝沢市で見つけた虹

広広告告募募集集 ！！ 

おお店店ののこことと、、 
ここのの新新聞聞でで紹紹介介ししててみみまませせんんかか ？？  

メールでお申し込みを！

iwate.forum2015@gmail.com



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
（５）

数数かか月前のある金曜日のこと。。子子どどもものの頃頃にに入入れれたた銀銀歯歯ががズズキキンンズズキキンンとと痛痛みみ

出出ししたた。。ままああ、、痛痛みみ止止めめ飲飲んんでで月月曜曜日日ににででもも歯歯医医者者予予約約ししよようう。。とと思思っっててななんんとと

かか土土曜曜日日のの夜夜ままでで市市販販薬薬をを飲飲んんででいいままししたたがが、、土土曜曜日日のの夜夜ににななるるとと痛痛くくてて痛痛くくてて

眠眠れれなないいほほどどのの痛痛みみににななりり、、一一晩晩苦苦ししんんでで日日曜曜日日もも営営業業ししてていいるる歯歯医医者者をを探探ししてて

いいたたととこころろ、、歯歯医医者者のの当当番番医医ももああるるんんでですすねね。。 

知知ららななかかっったた。。当当番番医医ととはは小小児児科科ととかか外外科科ととかかししかか考考ええたたここととももななかかっったたののでで、、

歯歯医医者者のの当当番番医医ととはは初初めめてて知知りりままししたた。。ししかかもも見見たたらら近近所所のの歯歯医医者者ささんんじじゃゃなないい

でですすかか～～。。ここれれはは運運命命 ✨✨ 

そそししててどどううせせ家家ににいいててもも痛痛くくててたたままららなないいののでで朝朝 77：：3300 にに歯歯医医者者へへＧＧＯＯ！！ 

駐駐車車場場へへ到到着着ししたたらら何何とと！！男男のの人人がが中中にに入入っってていいくくででははなないいでですすかか！！ 

ええ～～！！ここんんななにに早早くくかかららももうう開開いいててるるななんんてて、、すすごごいい歯歯医医者者ささんん ✨✨ 

とと男男のの人人にに次次いいでで入入っってていいっったたらら、、ななんんとと男男のの人人はは先先生生ででししたた（（笑笑）） 

「「ずずいいぶぶんん早早いいでですすねね（（笑笑））どどううぞぞ😊😊😊😊」」 

とと言言っっててくくれれてて優優ししいいじじゃゃなないいでですすかか((>>__<<)) んん～～神神！！ 

『『先先生生ここそそ早早いいんんでですすねね。。先先生生っってて看看護護師師ささんんよよりり後後ににくくるるももんんだだとと思思っっててまま

ししたた（（笑笑））。。そそれれよよりり先先生生、、痛痛くくてて痛痛くくててたたままりりまませせんん ((´́；；ωω；；`̀))ｳｳｩｩｩｩ・・・・・・eettcc』』 

とと私私のの痛痛かかっったた数数日日のの話話をを聞聞いいててくくれれ、、共共感感ししててくくれれたた先先生生ががななんんとともも神神様様のの

よよううにに見見ええままししたた ✨✨ 

子子どどもものの頃頃以以来来、、歯歯医医者者はは痛痛いい・・先先生生はは怖怖いいももんんだだとと思思っっててききたた私私ののイイメメーージジ

ははすすべべてて、、そそここのの歯歯医医者者ささんんででひひっっくくりり返返さされれままししたた。。 

ししかかしし虫虫歯歯のの痛痛いいののっっててほほんんととビビッッククリリ。。ここんんなな痛痛いいんんでですすねね。。 

歯歯もも車車とと一一緒緒ででメメンンテテナナンンスス必必須須でですす！！今今回回よよくく勉勉強強いいたたししままししたた。。ととこころろでで

そそのの後後ののここととでですすがが、、ももちちろろんんののここととここのの歯歯医医者者ささんんにに通通っってていいまますす ♪♪ 

相相変変わわららずず先先生生はは優優ししいいでですす 😊😊😊😊

ほほんんわわかか・・・・・・ 

月前のある金曜日のこと

家家族族日日記記 
 

連載

第第 110000 話話 虫虫歯歯 

緑が丘で保険代理店を経営している佐藤晴紀さん

の会社のみなさんの日々の出来事を紹介します。

紺紺
屋屋
（（
ここ
うう
やや
））
とと
はは
、、
染染
めめ
物物
屋屋
のの
店店
主主
のの
ここ
とと
。。 

紺紺
屋屋
はは
、、
白白
いい
生生
地地
をを
紺紺
にに
染染
めめ
るる
がが
商商
売売
でで
すす
。。 

白白
袴袴
（（
しし
ろろ
ばば
かか
まま
））
はは
、、
白白
いい
まま
まま
のの
袴袴
。。 

つつ
まま
りり
、、
紺紺
屋屋
のの
店店
主主
はは
染染
めめ
物物
のの
仕仕
事事
でで
忙忙
しし
いい
たた
めめ

にに
、、
自自
分分
がが
はは
いい
てて
いい
るる
白白
いい
袴袴
をを
染染
めめ
るる
余余
裕裕
がが
無無
くく
、、
いい

つつ
もも
白白
いい
袴袴
をを
着着
てて
いい
るる
。。 

転転
じじ
てて
、、
他他
人人
様様
のの
おお
世世
話話
にに
忙忙
しし
くく
てて
、、
自自
分分
のの
専専
門門
技技

術術
をを
役役
立立
たた
せせ
てて
いい
なな
いい
。。 

ささ
らら
にに
転転
じじ
てて
、、
他他
人人
のの
ここ
とと
でで
忙忙
しし
くく
しし
てて
、、
自自
分分
のの
事事

とと
なな
るる
とと
、、
かか
らら
きき
しし
ダダ
メメ
なな
人人
のの
ここ
とと
をを
指指
すす
。。 

褒褒
めめ
言言
葉葉
でで
はは
なな
いい
よよ
うう
なな
使使
わわ
れれ
方方
がが
なな
ささ
れれ
まま
すす
。。 

しし
かか
しし
、、
「「
紺紺
屋屋
のの
白白
袴袴
」」
はは
、、
たた
いい
てて
いい
のの
人人
のの
性性
分分
でで

もも
ああ
りり
まま
すす
。。
自自
分分
のの
専専
門門
技技
術術
をを
自自
分分
のの
為為
にに
役役
立立
てて
れれ
ばば

いい
いい
のの
にに
、、
つつ
いい
つつ
いい
、、
自自
分分
のの
ここ
とと
はは
後後
回回
しし
にに
しし
てて
しし
まま

いい
まま
すす
。。 

仕仕
事事
でで
忙忙
しし
くく
しし
てて
ばば
かか
りり
でで
自自
分分
のの
ここ
とと
をを
振振
りり
返返
るる

余余
裕裕
がが
無無
いい
、、
そそ
うう
いい
うう
言言
いい
方方
もも
有有
りり
得得
まま
すす
がが
、、
ここ
のの
姿姿
、、

憎憎
めめ
なな
いい
でで
すす
よよ
ねね
。。 

なな
のの
でで
、、
いい
つつ
もも
白白
いい
袴袴
をを
着着
てて
いい
てて
もも
イイ
イイ
んん
でで
すす
よよ
。。 

他他
人人
のの
ここ
とと
ばば
かか
りり
でで
自自
分分
のの
ここ
とと
をを
すす
るる
暇暇
がが
なな
いい
、、
そそ

れれ
でで
イイ
イイ
んん
でで
すす
。。
開開
きき
直直
りり
とと
もも
聞聞
ここ
ええ
まま
すす
がが
、、
そそ
うう
すす

るる
しし
かか
無無
いい
、、
そそ
うう
いい
うう
性性
分分
のの
人人
はは
他他
人人
にに
はは
有有
難難
いい
のの
でで

しし
たた
。。
「「
紺紺
屋屋
のの
白白
袴袴
」」
はは
、、
必必
ずず
しし
もも
イイ
ケケ
ナナ
イイ
ここ
とと
でで
はは

なな
いい
とと
思思
わわ
れれ
まま
すす
。。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（（
編編
集集
室室
）） 

第第
1133
回回 

紺紺
屋屋

こ

う

や

のの
白白し

ろ

袴袴
ば
か
ま 

丘丘丘丘
のののの
上上上上
のののの  

連連載載 

認定補聴器専門店を経営されている田中敦さん、このたび、
「終活カウンセラー」の資格を取得されました。これを機に、
コラムを一新しました。 （編集室）

ここ
んん
なな
にに
もも
雪雪
のの
降降
らら
なな
いい
年年
はは 

おお
はは
よよ
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
、、
補補
聴聴
器器
１１
番番
館館
のの

田田
中中
敦敦((

たた
なな
かか
ああ
つつ
しし))

でで
すす
。。
読読
者者
のの
皆皆

様様
、、
いい
かか
がが
おお
過過
ごご
しし
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

ああ
るる
おお
客客
様様
はは
、、
高高
齢齢
者者
にに
とと
っっ
てて
「「
除除
雪雪

作作
業業
はは
腰腰
にに
くく
るる
んん
だだ
よよ
、、
特特
にに
春春
先先
のの
重重
いい

雪雪
はは
」」
とと
おお
しし
ゃゃ
っっ
てて
まま
しし
たた
。。 

確確
かか
にに
。。
春春
先先
のの
雪雪
はは
なな
にに
かか
とと
重重
いい
でで
すす

かか
らら
ねね
～～
。。
降降
らら
なな
いい
事事
でで
助助
かか
るる
点点
もも
。。 

ささ
てて
ここ
のの
３３
月月
４４
月月
はは
卒卒
業業
・・
入入
学学
、、
就就
職職

やや
転転
勤勤
なな
どど
とと
何何
かか
とと
家家
族族
やや
身身
内内
のの
生生
活活

環環
境境
もも
変変
わわ
るる
月月
。。 

我我
がが
家家
にに
おお
いい
てて
はは
ここ
のの
春春
、、
１１
人人
娘娘
がが
中中

学学
にに
上上
がが
るる
年年
とと
なな
りり
まま
しし
たた
、、
早早
いい
もも
のの
でで

すす
ねね
ーー
。。
中中
学学
校校
まま
でで
のの
登登
校校
時時
間間
、、
2255
分分

位位
？？
とと
、、
今今
まま
でで
のの
倍倍
かか
。。 

 
 

「「
終終
活活
」」
はは
紙紙
にに
書書
くく
事事
かか
らら 

ひひ
とと
ええ
にに
「「
終終
活活
」」
とと
言言
っっ
てて
もも
かか
なな
りり
のの
分分
野野

多多
岐岐
にに
渡渡
りり
まま
すす
。。 

そそ
ここ
でで
「「
おお
勧勧
めめ
」」
しし
てて
いい
るる
のの
はは
・・
・・
・・ 

「「
終終
活活
ノノ
ーー
トト
」」
のの
活活
用用
（（
作作
成成
））
でで
すす
。。 

「「
終終
活活
ノノ
ーー
トト
」」
のの
目目
的的
はは
「「
可可
視視
化化
」」
でで
すす
。。 

目目
にに
見見
てて
取取
れれ
るる
様様
にに
すす
るる
ここ
とと
はは
「「
自自
分分
にに
必必

要要
なな
」」「「
優優
先先
」」
すす
べべ
きき
重重
点点
項項
目目
をを
見見
つつ
けけ
出出
すす
ココ

ツツ
でで
すす
。。 

確確
かか
にに
「「
今今
」」
切切
羽羽
詰詰
まま
っっ
たた
状状
況況
にに
無無
いい
事事
でで

「「
先先
送送
りり
しし
たた
いい
事事
」」
でで
はは
ああ
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

だだ
かか
らら
ここ
そそ
「「
ちち
ょょ
っっ
とと
だだ
けけ
」」
「「
少少
しし
でで
もも
」」

動動
けけ
るる
身身
体体
・・
働働
かか
せせ
れれ
るる
頭頭
のの
ああ
るる
うう
ちち
にに
取取
りり

組組
みみ
はは
じじ
めめ
てて
みみ
てて
はは
どど
うう
でで
しし
ょょ
うう
かか
（（
とと
いい
うう

考考
ええ
方方
をを
加加
ええ
てて
みみ
てて
はは
））。。 

聞聞
ええ
にに
しし
てて
もも
何何
にに
しし
てて
もも
、、
「「
人人
生生
そそ
んん
なな
にに

長長
くく
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
（（
書書
いい
てて
いい
るる
自自
分分
にに
もも
当当
てて

はは
まま
るる
））」」 

欲欲
しし
いい
もも
のの
・・
やや
りり
たた
いい
事事
・・
しし
たた
いい
もも
のの
、、
未未

来来
はは
「「
今今
ここ
のの
瞬瞬
間間
」」
のの
積積
みみ
重重
ねね
でで
しし
かか
ああ
りり
まま

せせ
んん
。。 

「「
今今
」」
をを
取取
りり
組組
んん
でで
いい
きき
まま
せせ
んん
かか
。。 

 

動動
画画
はは
既既
にに
ごご
覧覧
にに
なな
りり
まま
しし
たた
かか
？？ 

 

２２
月月
号号
のの
ココ
ララ
ムム
原原
稿稿
でで
紹紹
介介
ささ
せせ
てて
頂頂
いい
たた
中中

田田
敦敦
彦彦
ささ
んん
のの
動動
画画
、、
ごご
覧覧
にに
なな
っっ
てて
いい
たた
だだ
けけ
まま
しし

たた
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

今今
月月
もも
動動
画画
をを
紹紹
介介
ささ
せせ
てて
頂頂
きき
まま
すす
。。 

耳耳
鼻鼻
咽咽
喉喉
科科
専専
門門
医医
のの
先先
生生
がが
補補
聴聴
器器
にに
慣慣
れれ

るる
・・
使使
いい
ここ
なな
すす
、、
にに
つつ
いい
てて
語語
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

     

   

専専
門門
医医
のの
先先
生生
がが
直直
にに
語語
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
のの
でで
、、
ここ

れれ
かか
らら
補補
聴聴
器器
をを
とと
考考
ええ
てて
いい
たた
方方
やや
ごご
家家
族族
様様
にに
、、

又又 

既既
にに
持持
っっ
てて
使使
っっ
てて
はは
いい
るる
がが
「「
しし
っっ
くく
りり
とと
ここ

なな
いい
等等
」」
でで
おお
困困
りり
でで
いい
たた
方方
なな
どど
にに
もも
是是
非非
見見
てて
参参

考考
にに
しし
てて
頂頂
きき
たた
いい
（（
学学
んん
でで
自自
分分
のの
もも
のの
にに
））
内内
容容

でで
すす
。。 

先先
月月
とと
今今
月月
はは
補補
聴聴
器器
にに
つつ
いい
てて
参参
考考
にに
なな
るる
「「
動動

画画
」」
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
のの
でで
ごご
紹紹
介介
ささ
せせ
てて
頂頂
きき
まま
しし

たた
。。 

 

ここちちららのの QQRR ココーードドをを

おお手手元元ののススママホホでで読読みみ取取

っってて下下ささいい。。４４回回にに渡渡りり

解解説説さされれてていいまますす。。 

ススママホホをを使使っってていいなないい

方方ははごご家家族族やや友友人人知知人人にに

頼頼んんででごご覧覧ににななっっててみみてて

くくだだささいい。。 

第第５５話話  年年度度がが替替わわりり、、気気持持ちちもも環環境境もも・・・・・・ 

田田中中ささんんはは浄浄法法寺寺出出

身身。。現現在在、、高高松松にに奥奥様様とと

娘娘ささんん、、保保護護猫猫７７匹匹((内内２２

匹匹障障害害あありり))ととおお住住ままいい
でですす。。 

田田中中
た な か

 敦敦
あつし

 ささんん

ププロロがが語語るる補補補補聴聴聴聴器器器器おおよよびび終終終終活活活活へへのの想想いい 

「日日是好日（にちにちこれこうじつ）」とは、「毎日が
素晴らしい」という意味です。あるときは庭の花を愛で、
あるときはホントに誰かに恋をして。「日日是好日」にな
ぞらえて、高前田博子さんが綴ってくれます。（編集室）日日日日日日日日是是是是恋恋日日日日 

  

））

連連載載 

高高前前田田 博博子子ささんんのの 「「想想いい出出エエッッセセーー」」 
第第３３88 話話   甘甘ええ

「「
まま
だだ
早早
いい
べべ
どど
もも
、、
一一
本本
付付
けけ
てて
くく
れれ
」」 

客客
のの
藤藤
田田
はは
開開
店店
をを
待待
ちち
きき
れれ
ずず
、、
日日
のの
高高
いい
うう
ちち
かか
らら
ひひ
ょょ

いい
とと
酒酒
場場
にに
顔顔
をを
出出
すす
。。
ほほ
どど
なな
くく
従従
業業
員員
のの
チチ
ヨヨ
がが
出出
勤勤
しし
たた
。。

藤藤
田田
のの
おお
気気
にに
入入
りり
のの
娘娘
だだ
。。
垂垂
れれ
目目
でで
顔顔
立立
ちち
はは
幼幼
いい
。。
体体
はは

膨膨
よよ
かか
でで
胸胸
がが
程程
よよ
くく
膨膨
らら
んん
でで
いい
るる
。。
ぶぶ
っっ
きき
らら
ぼぼ
うう
なな
物物
言言

いい
がが
、、
かか
ええ
っっ
てて
親親
しし
みみ
がが
持持
てて
たた
。。
祖祖
父父
とと
孫孫
のの
よよ
うう
なな
たた
わわ

いい
のの
なな
いい
会会
話話
がが
続続
くく
。。 

「「
ねね
ええ
。。
昔昔
、、
仕仕
事事
何何
しし
てて
たた
のの
」」 

「「
二二
十十
歳歳
でで
棟棟
梁梁
にに
なな
れれ
たた
」」 

「「
棟棟
梁梁
？？
何何
だだ
かか
知知
らら
なな
いい
けけ
どど
、、
すす
ごご
いい
。。
そそ
れれ
かか
らら
社社
長長

とと
かか
にに
なな
っっ
たた
のの
」」 

「「
いい
やや
。。
大大
工工
はは
大大
工工
だだ
」」 

大大
工工
のの
詰詰
所所
なな
のの
にに
パパ
ソソ
ココ
ンン
やや
機機
械械
ばば
かか
りり
並並
べべ
てて
。。
昔昔
はは

土土
間間
にに
薪薪
スス
トト
ーー
ブブ
焚焚
ぎぎ
、、
近近
所所
のの
年年
寄寄
りり
がが
ああ
っっ
たた
まま
りり
にに
来来

てて
たた
。。
とと
続続
けけ
たた
。。 

「「
古古
きき
良良
きき
時時
代代
ねね
」」 

「「
愚愚
痴痴
聞聞
いい
てて
くく
れれ
だだ
おお
礼礼
にに
何何
かか
買買
っっ
てて
やや
るる
」」 

チチ
ヨヨ
はは
鼻鼻
声声
でで
藤藤
田田
にに
抱抱
きき
つつ
いい
たた
。。 

「「
何何
がが
いい
いい
かか
なな
ああ
ーー
」」 

そそ
のの
夜夜
、、
藤藤
田田
のの
家家
でで
はは
息息
子子
がが
不不
機機
嫌嫌
だだ
っっ
たた
。。 

「「
いい
いい
年年
をを
しし
てて
小小
娘娘
にに
狂狂
っっ
てて
いい
るる
とと
噂噂
だだ
」」
チチ
ヨヨ
のの
居居
なな

いい
時時
、、
藤藤
田田
はは
私私
にに
ポポ
ツツ
リリ
とと
漏漏
らら
しし
たた
。。
いい
つつ
にに
なな
くく
しし
んん
みみ

りり
とと
話話
はは
続続
いい
たた
。。「「
俺俺
はは
今今
まま
でで
働働
きき
ずず
くく
めめ
だだ
っっ
たた
。。
若若
いい
娘娘

にに
少少
しし
位位
、、
金金
をを
使使
っっ
たた
っっ
てて
……
」」 

数数
日日
後後
、、
店店
にに
振振
りり
のの
客客
がが
来来
たた
。。
仕仕
立立
てて
のの
良良
いい
スス
ーー
ツツ
姿姿

でで
決決
めめ
てて
いい
るる
。。
三三
十十
代代
のの
スス
ララ
リリ
とと
しし
たた
男男
だだ
。。
チチ
ヨヨ
のの
とと
ここ

ろろ
にに
目目
をを
這這
りり
値値
踏踏
みみ
すす
るる
よよ
うう
にに
見見
たた
。。
私私
はは
思思
わわ
ずず
気気
取取
っっ

てて
言言
葉葉
をを
かか
けけ
たた
。。 

「「
スス
テテ
キキ
なな
洋洋
服服
。。
初初
めめ
てて
のの
方方
でで
すす
よよ
ねね
」」 

男男
はは
気気
をを
良良
くく
しし
、、
大大
きき
なな
目目
をを
細細
めめ
たた
。。 

「「
知知
りり
合合
いい
にに
ここ
のの
店店
をを
気気
にに
入入
っっ
てて
いい
るる
人人
がが
……
」」 

「「
まま
ああ
嬉嬉
しし
いい
。。
どど
なな
たた
でで
しし
ょょ
うう
」」 

カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
のの
隅隅
にに
いい
たた
藤藤
田田
にに
ツツ
カカ
ツツ
カカ
とと
近近
づづ
きき
男男
はは
隣隣

にに
座座
っっ
たた
。。 

「「
父父
ささ
んん
。。
いい
いい
店店
だだ
ねね
。。
俺俺
にに
もも
一一
杯杯
くく
れれ
よよ
」」 

ほほ
どど
なな
くく
男男
、、
藤藤
田田
のの
息息
子子
はは
店店
をを
後後
にに
しし
たた
。。 

「「
藤藤
田田
のの
じじ
いい
ささ
んん
がが
社社
長長
ささ
んん
だだ
なな
んん
てて
」」 

 

チチ
ヨヨ
はは
目目
をを
パパ
チチ
パパ
チチ
ささ
せせ
たた
。。 

「「
今今
じじ
ゃゃ
何何
もも
足足
しし
にに
なな
らら
ねね
ええ
。。
名名
ばば
かか
りり
社社
長長
だだ
。。
息息
子子

はは
建建
築築
のの
外外
にに
不不
動動
産産
だだ
。。
ホホ
テテ
ルル
のの
オオ
ーー
ナナ
ーー
だだ
とと
手手
をを
広広
げげ

てて
……
つつ
いい
てて
行行
げげ
ねね
」」 

「「
じじ
ゃゃ
会会
社社
辞辞
めめ
てて
、、
隠隠
居居
すす
れれ
ばば
いい
いい
じじ
ゃゃ
んん
」」 

「「
でで
もも
なな
チチ
ヨヨ
ちち
ゃゃ
んん
。。
ここ
んん
なな
じじ
じじ
いい
でで
もも
息息
子子
がが
困困
っっ
たた

時時
、、
役役
にに
立立
つつ
ここ
とと
もも
ああ
ろろ
うう
っっ
てて
」」 

「「
年年
のの
功功
だだ
もも
んん
ねね
」」 

ああ
るる
日日
、、
藤藤
田田
はは
会会
社社
のの
建建
築築
現現
場場
をを
のの
っっ
そそ
りり
とと
訪訪
れれ
たた
。。 

会会
社社
にに
出出
るる
なな
んん
てて
久久
しし
振振
りり
だだ
。。
息息
子子
がが
スス
ーー
ツツ
姿姿
でで
施施
主主

らら
しし
きき
人人
とと
話話
をを
しし
てて
いい
るる
。。
頑頑
固固
そそ
うう
なな
老老
人人
だだ
。。 

居居
酒酒
屋屋
、、
水水
道道
屋屋
、、
ペペ
ンン
キキ
屋屋
をを
職職
人人
がが
入入
りり
交交
っっ
てて
活活
気気
がが

ああ
っっ
たた
。。
茶茶
髪髪
のの
若若
者者
もも
いい
るる
。。
元元
請請
けけ
のの
社社
長長
とと
もも
知知
らら
ずず
怪怪

訝訝
そそ
うう
なな
顔顔
でで
藤藤
田田
をを
見見
てて
いい
るる
。。 

そそ
のの
夜夜
、、
藤藤
田田
のの
家家
でで
はは
息息
子子
がが
しし
ょょ
げげ
てて
いい
たた
。。 

「「
今今
日日
はは
、、
建建
築築
主主
のの
方方
とと
揉揉
めめ
てて
ねね
。。
父父
ささ
んん
のの
前前
でで
悪悪
かか

っっ
たた
けけ
どど
、、
年年
寄寄
りり
はは
意意
固固
地地
でで
困困
るる
」」 

「「
当当
たた
りり
前前
だだ
。。
家家
はは
一一
生生
もも
んん
だだ
。。
ちち
ゃゃ
んん
とと
話話
をを
聞聞
いい
てて

やや
れれ
。。
立立
派派
なな
図図
面面
だだ
けけ
でで
はは
住住
みみ
いい
いい
家家
はは
建建
だだ
ねね
ぞぞ
」」 

仕仕
事事
にに
はは
口口
をを
挟挟
むむ
ここ
とと
がが
なな
くく
なな
っっ
たた
父父
がが
、、
いい
つつ
にに
なな
くく

息息
子子
にに
きき
っっ
ぱぱ
りり
とと
しし
たた
口口
調調
だだ
。。 

数数
日日
後後
、、
藤藤
田田
はは
一一
人人
のの
老老
人人
をを
伴伴
っっ
てて
店店
にに
来来
たた
。。 

「「
藤藤
田田
のの
社社
長長
ささ
んん
おお
友友
達達
でで
すす
かか
」」 

 

珍珍
しし
そそ
うう
にに
私私
はは
尋尋
ねね
たた
。。 

「「
大大
事事
なな
おお
客客
様様
だだ
。。
美美
味味
しし
いい
つつ
まま
みみ
頼頼
むむ
」」 

「「
ツツ
ーー
ババ
イイ
フフ
ォォ
ーー
だだ
。。
エエ
アア
ササ
イイ
クク
ルル
だだ
。。
ババ
リリ
アア
フフ
リリ
ーー
、、

シシ
スス
テテ
ムム
キキ
ッッ
チチ
ンン
だだ
とと
。。
横横
文文
字字
ばば
かか
りり
並並
べべ
てて
。。
何何
かか
言言
ええ

ばば
『『
契契
約約
書書
にに
無無
いい
のの
でで
追追
加加
費費
用用
がが
掛掛
かか
りり
まま
すす
』』
っっ
てて
言言
わわ

れれ
るる
」」
老老
人人
はは
ギギ
ョョ
ロロ
リリ
とと
しし
たた
目目
をを
しし
てて
捲捲
しし
立立
てて
たた
。。 

「「
ごご
もも
っっ
とと
もも
。。
でで
もも
、、
まま
ずず
、、
ここ
のの
年年
寄寄
りり
にに
免免
じじ
てて
……
。。

何何
なな
りり
とと
もも
話話
しし
てて
くく
だだ
んん
せせ
」」 

老老
人人
はは
藤藤
田田
がが
建建
設設
中中
のの
家家
のの
施施
主主
だだ
っっ
たた
。。 

次次
のの
日日
のの
夕夕
暮暮
れれ
、、
藤藤
田田
はは
息息
子子
とと
酒酒
場場
にに
来来
たた
。。 

「「
父父
ささ
んん
。。
例例
のの
頑頑
固固
じじ
いい
ささ
んん
、、
妙妙
にに
話話
がが
分分
かか
るる
よよ
うう
にに

なな
っっ
たた
。。
工工
事事
費費
のの
糸糸
目目
はは
付付
けけ
なな
いい
っっ
てて
」」 

「「
そそ
うう
かか
。。
よよ
がが
っっ
たた
なな
」」 

高高前前田田 博博子子ささんん 
 

『『岩岩手手日日報報随随筆筆賞賞』』 
最最優優秀秀賞賞をを受受賞賞。。 
雫雫石石町町在在住住。。 



２２
００
２２
３３
年年
1100
月月
発発
売売
のの
ドド
ララ
ムム
式式
洗洗
濯濯
乾乾
燥燥
機機
はは
ささ

らら
にに
進進
化化
しし
、、
業業
界界
初初
のの
酸酸
素素
系系
液液
体体
漂漂
白白
剤剤
まま
でで
自自
動動
投投

入入
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
ここ
のの
洗洗
濯濯
機機
のの
箱箱
型型
タタ
ンン

クク
はは
３３
つつ
でで
、、
容容
量量
はは11

,,
00
11
00

mmll
（（
液液
体体
洗洗
剤剤
））、、8899

00

mmll
（（
柔柔

軟軟
剤剤
））
、、77

33
00

mmll
（（
酸酸
素素
系系
液液
体体
漂漂
白白
剤剤
・・
おお
しし
ゃゃ
れれ
着着
洗洗
剤剤

のの
どど
ちち
らら
かか
））
ほほ
どど
。。
最最
近近
のの
洗洗
剤剤
はは
詰詰
めめ
替替
ええ
用用
パパ
ウウ
チチ

でで
販販
売売
がが
増増
ええ
たた
のの
でで
、、
11
袋袋
ずず
つつ
をを
セセ
ッッ
トト
すす
るる
勘勘
定定
でで

すす
。。
操操
作作
はは
洗洗
濯濯
物物
をを
入入
れれ
てて
タタ
ッッ
チチ
パパ
ネネ
ルル
でで
ココ
ーー
スス
をを

選選
びび
ＯＯ
ＮＮ
すす
るる
だだ
けけ
。。
ああ
とと
はは
洗洗
濯濯
機機
がが
勝勝
手手
にに
洗洗
濯濯
物物
のの

重重
ささ
をを
自自
動動
計計
量量
しし
、、
ここ
れれ
にに
最最
適適
なな
量量
のの
洗洗
剤剤
をを
自自
動動
投投

入入
しし
てて
洗洗
濯濯
がが
始始
まま
りり
まま
すす
。。 

たた
かか
がが
11
分分
ささ
れれ
どど
11
分分
でで
、、
おお
どど
ろろ
くく
ほほ
どど
洗洗
濯濯
がが

楽楽
にに
感感
じじ
まま
すす
。。
意意
外外
なな
発発
見見
はは
、、
洗洗
剤剤
がが
減減
りり
にに
くく
くく
なな

っっ
たた
ここ
とと
でで
すす
。。
注注
意意
しし
てて
もも
手手
計計
量量
のの
時時
はは
、、
洗洗
剤剤
をを
入入

れれ
過過
ぎぎ
てて
いい
たた
みみ
たた
いい
でで
すす
ねね
。。
まま
たた
洗洗
濯濯
ココ
ーー
ナナ
ーー
にに
並並

んん
でで
いい
たた
洗洗
剤剤
のの
ボボ
トト
ルル
類類
をを
撤撤
去去
でで
きき
たた
のの
でで
、、
スス
ッッ
キキ

リリ
とと
しし
たた
空空
間間
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

最最
近近
でで
はは
自自
動動
投投
入入
付付
きき
をを
指指
名名
買買
いい
すす
るる
洗洗
濯濯
男男
子子

もも
来来
店店
しし
まま
しし
たた
。。
ここ
ここ
まま
でで
のの
浸浸
透透
ぶぶ
りり
をを
目目
のの
当当
たた
りり

にに
すす
るる
とと
、、
実実
力力
をを
認認
めめ
ざざ
るる
をを
得得
まま
せせ
んん
。。 

流流
行行
りり
もも
のの
にに
はは
とと
りり
ああ
ええ
ずず
、、
巻巻
かか
れれ
てて
みみ
るる
のの
もも
大大

事事
でで
すす
ねね
！！ 

 

ああ
まま
りり
にに
便便
利利
すす
ぎぎ
てて
・・
・・
・・ 

緑緑
がが
丘丘
しし
んん
ぶぶ
んん
百百
号号
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい

まま
すす
！！
記記
念念
すす
べべ
きき
特特
別別
なな
紙紙
面面
にに
載載
せせ
てて
いい

たた
だだ
きき
感感
謝謝
感感
激激
でで
すす
。。
ここ
んん
なな
時時
ここ
そそ
何何
かか
凄凄

いい
家家
電電
のの
ごご
紹紹
介介
をを
……
とと
思思
うう
のの
でで
すす
がが
。。 

ここ
のの
ココ
ララ
ムム
もも
おお
かか
げげ
ささ
まま
でで
回回
数数
をを
重重
ねね
、、

時時
おお
りり
ネネ
タタ
にに
悩悩
むむ
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
日日
々々
たた

くく
ささ
んん
最最
新新
家家
電電
がが
世世
のの
中中
にに
生生
まま
れれ
てて
いい
まま

すす
がが
、、
ここ
ここ
でで
はは
見見
たた
りり
使使
っっ
たた
りり
しし
てて
良良
いい
なな

～～
とと
思思
っっ
たた
もも
のの
をを
取取
りり
上上
げげ
てて
きき
まま
しし
たた
。。 

そそ
のの
たた
めめ
、、
ああ
まま
りり
にに
便便
利利
すす
ぎぎ
てて
「「
ここ
ここ
まま

でで
要要
るる
かか
なな
？？
」」
とと
はは
てて
なな
ママ
ーー
クク
がが
つつ
くく
とと
、、

人人
気気
がが
ああ
っっ
てて
もも
触触
れれ
ずず
にに
きき
たた
もも
のの
もも
ああ
りり

まま
すす
。。 

そそ
のの
筆筆
頭頭
がが
、、
近近
頃頃
よよ
くく
耳耳
にに
すす
るる
洗洗
濯濯
機機
のの 

「「
自自
動動
投投
入入
」」・・
・・
・・
満満
をを
持持
しし
てて
のの
登登
場場 

「「
自自
動動
投投
入入
」」
でで
、、
今今
回回
、、
満満
をを
持持
しし
てて
のの
登登
場場

でで
すす
。。 

「「
自自
動動
投投
入入
」」
はは
、、
工工
業業
用用
機機
械械
なな
どど
でで
以以
前前
かか

らら
存存
在在
しし
てて
いい
たた
シシ
スス
テテ
ムム
でで
すす
。。
ここ
れれ
をを
家家
電電

にに
取取
りり
入入
れれ
たた
のの
はは
、、
１１
９９
８８
７７
年年
にに
パパ
ナナ
ソソ
ニニ

ッッ
クク
がが
世世
界界
でで
初初
めめ
てて
製製
作作
しし
たた
ホホ
ーー
ムム
ベベ
ーー
カカ

リリ
ーー
でで
すす
。。 

パパ
ンン
生生
地地
をを
練練
るる
過過
程程
でで
、、
イイ
ーー
スス
トト
菌菌
のの
発発

酵酵
はは
重重
要要
なな
スス
テテ
ッッ
ププ
。。 

セセ
ンン
ササ
ーー
がが
適適
切切
なな
タタ
イイ
ミミ
ンン
ググ
をを
感感
知知
しし

てて
、、
イイ
ーー
スス
トト
菌菌
をを
自自
動動
投投
入入
すす
るる
ここ
とと
でで
、、
ふふ

っっ
くく
らら
しし
たた
パパ
ンン
をを
自自
宅宅
でで
もも
作作
るる
ここ
とと
がが
でで
きき

るる
とと
評評
判判
にに
なな
りり
、、
そそ
のの
後後
はは
欠欠
かか
せせ
なな
いい
機機
能能

にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

洗洗
剤剤
等等
をを
「「
自自
動動
投投
入入
」」
すす
るる 

ホホ
ーー
ムム
ベベ
ーー
カカ
リリ
ーー
にに
使使
うう
なな
らら
まま
だだ
納納
得得
でで

すす
がが
、、
２２
００
１１
７７
年年
、、
今今
度度
はは
なな
んん
とと
液液
体体
洗洗
剤剤
とと

柔柔
軟軟
剤剤
をを
「「
自自
動動
投投
入入
」」
すす
るる
洗洗
濯濯
機機
をを
、、
業業
界界
でで

初初
めめ
てて
パパ
ナナ
ソソ
ニニ
ッッ
クク
がが
作作
っっ
たた
のの
でで
すす
。。 

洗洗
剤剤
やや
柔柔
軟軟
剤剤
をを
入入
れれ
るる
ここ
とと
なな
どど
、、
手手
作作
業業
でで

もも
たた
かか
だだ
かか
11
分分
ほほ
どど
のの
操操
作作
でで
すす
。。 

大大
しし
たた
手手
間間
でで
もも
なな
いい
のの
にに
わわ
ざざ
わわ
ざざ
機機
械械
にに

頼頼
るる
とと
はは
「「
せせ
っっ
ごご
ぎぎ
だだ
ごご
どど
／／
盛盛
岡岡
弁弁
」」
とと
思思
いい

まま
しし
たた
がが
、、
ここ
っっ
ちち
のの
予予
想想
はは
大大
きき
くく
外外
れれ
てて
大大
人人

気気
！！ 他他

メメ
ーー
カカ
ーー
もも
右右
へへ
なな
らら
ええ
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

２２
００
２２
３３
年年
1100
月月
発発
売売
のの
ドド
ララ
ムム
式式
洗洗
濯濯
乾乾
燥燥

機機
はは
ささ
らら
にに
進進
化化
しし
、、
業業
界界
初初
のの
酸酸
素素
系系
液液
体体
漂漂
白白

剤剤
まま
でで
自自
動動
投投
入入
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （６）

新しい家電、古い家電、かしこく素敵に
使いたいですよね。上田の「柿沢電器」
さんのご協力により掲載します。

連載

かかししここいい 
LED(^^;

家家家家家家電電電電電電術術術術術術   
第第 7788 回回  

洗洗剤剤等等をを「「自自動動投投入入」」
すするる洗洗濯濯機機 

ＬＬＥＥＤＤ化化 

小小野野田田
お の だ

 利利
り

枝枝
え

 ささんん

上田で電器店を経営され、家電の
体験教室も開催されています。

ススタタッッフフのの皆皆ささんんとと

流流流流行行行行りりりりももももののののににににはははは、、、、巻巻巻巻かかかかれれれれててててみみみみよよよようううう！！！！ 

神神
写写
真真
（（

1144
））

丘丘

のの
上上
のの

連連
載載 

滝滝
沢沢
在在
住住
のの
小小
坂坂
富富
男男
ささ
んん
のの
写写
真真 

 

望望
郷郷 

 

姫姫
神神
山山
よよ
りり
岩岩
手手
山山
をを
眺眺
むむ
（（
ＣＣ
）） 

「販促（はんそく）」とは「販売促進」のこと。魅力ある販売スタ
イル。西松園店・高松４丁目店・松園南口店でファミリーマート
を経営されている阿部江津子さんの「つぶやき」を掲載します。を経営されている阿部江津子さんの「つぶやき」を掲載します。

ココンンビビニニ日日誌誌 連載 女女性性店店長長のの 

第第 4477 話話   ＡＡＩＩととココンンビビニニ 

二二
月月
某某
日日 

晴晴
れれ
。。
ああ
とと
少少
しし
。。
春春
はは
そそ
ここ
まま
でで
来来
てて
いい
まま
すす
。。 

今今
盛盛
んん
にに
取取
りり
上上
げげ
らら
れれ
てて
いい
るる
ＡＡ
ＩＩ
でで
すす
がが
、、
ここ
れれ
まま
でで
ココ
ンン
ビビ
ニニ
はは
ＡＡ
ＩＩ
のの

仕仕
組組
みみ
でで
動動
いい
てて
来来
まま
しし
たた
。。
たた
とと
ええ
ばば
、、
商商
品品
がが
売売
れれ
るる
とと
、、
自自
動動
でで
ＡＡ
ＩＩ
がが
補補

充充
にに
動動
きき
まま
すす
。。
おお
客客
様様
にに
「「
欠欠
品品
のの
迷迷
惑惑
」」
をを
掛掛
けけ
まま
いい
とと
しし
てて
。。 

たた
だだ
、、
「「
ここ
のの
商商
品品
はは
、、
今今
後後
はは
売売
れれ
なな
いい
だだ
ろろ
うう
」」
とと
判判
断断
でで
きき
るる
場場
合合
はは
、、

店店
側側
のの
判判
断断
でで
、、
補補
充充
しし
なな
いい
よよ
うう
にに
もも
出出
来来
まま
すす
。。
最最
後後
はは
、、
人人
間間
のの
判判
断断
をを
取取

りり
入入
れれ
るる
とと
いい
うう
フフ
レレ
キキ
シシ
ブブ
ルル
なな
対対
応応
がが
求求
めめ
らら
れれ
るる
とと
きき
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

まま
たた
将将
来来
、、
無無
人人
のの
ココ
ンン
ビビ
ニニ
店店
舗舗
がが
一一
層層
増増
ええ
るる
とと
思思
わわ
れれ
まま
すす
。。
ババ
ーー
ココ
ーー

ドド
読読
みみ
取取
りり
でで
はは
なな
くく
てて
、、
カカ
メメ
ララ
がが
自自
動動
でで
撮撮
影影
しし
てて
精精
算算
すす
るる
方方
向向
にに
向向
かか
うう

でで
しし
ょょ
うう
。。
カカ
メメ
ララ
のの
ほほ
うう
がが
おお
客客
様様
にに
面面
倒倒
がが
なな
くく
スス
ピピ
ーー
デデ
ィィ
だだ
かか
らら
でで
すす
。。 

そそ
んん
なな
中中
でで
もも
大大
事事
にに
しし
たた
いい
事事
柄柄
はは
たた
だだ
一一
つつ
。。 

おお
客客
様様
にに
買買
いい
物物
をを
楽楽
しし
んん
でで
いい
たた
だだ
くく
。。
ここ
れれ
でで
すす
。。 

ＡＡ
ＩＩ
とと
いい
うう
のの
はは
一一
つつ
のの
手手
段段
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

本本
日日
もも
張張
りり
切切
っっ
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。 

フフ
ァァ
ミミ
ママ
カカ
ララ
ーー
のの
商商
品品
のの
一一
例例
をを
ごご
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。 

店店
にに
足足
をを
運運
んん
でで
いい
たた
だだ
きき
、、
おお
好好
みみ
のの
品品
をを
探探
しし
てて
みみ
てて
下下
ささ
いい
。。 

阿阿部部 店店長長 ささんん 

フフフファァァァミミミミママママカカカカララララーーーーのの新新商商品品

品品 

烏烏龍龍茶茶 

パパイイのの実実 

香香るるエエーールル 

第３回 焼焼酎酎「「銘銘柄柄当当てて」」ククイイズズ丘丘のの上上のの 

ククイイズズ ココーーナナーー 
問問題題 今今どどきき、、酒酒造造りりののととききククララシシッックク音音楽楽をを聴聴かかせせるる酒酒蔵蔵

はは、、ああちちここちちににああるるよよううでですす。。音音楽楽をを聴聴かかせせるるとと「「ままろろややかかささ」」

がが増増大大すするるららししいい。。音音楽楽のの刺刺激激にによよっってて発発酵酵がが促促進進さされれてて貯貯蔵蔵時時

ににはは熟熟成成のの効効果果をを高高めめるる、、そそうう解解説説すするる酒酒造造会会社社ががネネッットトかからら出出

ててききままししたた。。ここのの焼焼酎酎製製造造メメーーカカーーでではは、、三三十十年年以以上上もも前前かからら「「音音

楽楽仕仕込込みみ」」製製法法とと銘銘打打っってて発発酵酵・・貯貯蔵蔵のの段段階階ででククララシシッックク音音楽楽をを

聴聴かかせせてていいるるととののこことと。。モモーーツツァァルルトト音音楽楽をを聴聴かかせせるる酒酒造造メメーーカカ

ーーととししてて草草分分けけ的的なな存存在在だだとと思思わわれれまますす。。そそここででククイイズズでですす。。 

そそのの焼焼酎酎のの銘銘柄柄名名ををおお答答ええくくだだささいい。。漢漢字字でで２２文文字字でですす「「〇〇〇〇」」 

（（ヒヒンントト））ここのの焼焼酎酎はは「「〇〇〇〇ゴゴーールルドド」」ななどどとと命命名名。。 

当当選選ププレレゼゼンントト品品   

正解者の中から

抽選で３名様！

応応募募方方法法 メメーールル・・ハハガガキキでで応応募募ででききまますす。。フファァッッククススはは不不可可でですす。。 

メールでの応募は → iwate.forum2015@gmail.com

ハガキでの応募は → 滝沢市巣子 208-31 緑が丘しんぶん編集室

「緑が丘郵便局」（緑が丘３－２－３）さんに、受け取りに行ける方のみ、ご応募ください。

〒、住所、氏名を明記の上、「丘の上のクイズコーナー第３回の答・・・・」と記載のこと。

締め切りは、令和 6年 4月 5日。個人情報は当選品引換券発送以外に使用いたしません。

なお、前号の正解は、「一刻者（いっこもん）」でした。

社社会会福福祉祉法法人人 岩岩手手愛愛児児会会 
盛盛岡岡市市上上田田字字松松屋屋敷敷 1111 番番地地 1144 TTEELL：：001199--666622--55669966 

連連絡絡先先 岩岩手手愛愛児児会会事事務務局局 電電話話 ６６６６２２－－５５６６９９６６ 担担当当・・新新田田
しんでん

 

職職種種     宿宿直直専専門門員員 
業業務務内内容容  
みみちちののくく・・みみどどりり学学園園小小規規模模ググルルーーププホホーームムのの児児童童 66 名名のの 
食食事事作作りり、、生生活活支支援援 
勤勤務務時時間間 １１６６::４４５５～～８８：：４４５５ 

（（内内宿宿直直２２２２::００００～～６６：：００００）） 
資資格格条条件件 特特ににななしし 

（（調調理理師師、、保保育育士士免免許許ああれればば尚尚可可）） 
賃賃金金      １１００，，９９００００円円 
就就業業場場所所 松松園園 

 

職職種種     臨臨時時技技術術員員 
業業務務内内容容 みみちちののくく・・みみどどりり学学園園児児童童のの生生活活支支援援 
勤勤務務時時間間 勤勤務務時時間間応応相相談談 
資資格格条条件件 特特ににななしし（（調調理理師師、、保保育育士士免免許許ああれればば尚尚可可）） 
賃賃金金      時時給給９９００００円円 
就就業業場場所所 松松園園 

児児童童養養護護施施設設みみちちののくく・・みみどどりり学学園園 

職職員員募募集集！！

（（
ネネ
タタ
ババ
レレ
的的
ああ
らら
すす
じじ
）） 

人人
里里
離離
れれ
たた
雪雪
山山
のの
山山
荘荘
でで
、、
男男
がが

転転
落落
死死
しし
たた
。。
転転
落落
死死
しし
たた
夫夫
はは
事事
故故

なな
のの
かか
、、
自自
殺殺
なな
のの
かか
、、
殺殺
人人
なな
のの
かか
？？ 

はは
じじ
めめ
はは
事事
故故
とと
思思
わわ
れれ
たた
がが
、、
次次

第第
にに
ベベ
スス
トト
セセ
ララ
ーー
作作
家家
でで
ああ
るる
妻妻

（（
ササ
ンン
ドド
ララ
・・
ヒヒ
ュュ
ララ
ーー
））
にに
殺殺
人人
容容

疑疑
がが
向向
けけ
らら
れれ
まま
すす
。。 

現現
場場
にに
居居
合合
わわ
せせ
たた
のの
はは
、、
視視
覚覚
障障

がが
いい
のの
ああ
るる
十十
一一
歳歳
のの
息息
子子
だだ
けけ
。。 

事事
件件
のの
真真
相相
にに
迫迫
るる
中中
、、
夫夫
婦婦
のの
秘秘

密密
やや
嘘嘘
がが
暴暴
露露
ささ
れれ
・・
・・
・・
。。 

率率直直なな感感想想・・・・・・落落ちちたた男男ととそそのの妻妻、、二二人人のの間間ににああるる微微妙妙なな事事柄柄をを「「解解剖剖」」すするる、、そそうういいうう

スストトーーリリーー、、そそれれでで「「落落下下のの解解剖剖学学」」とと命命名名さされれたた？？ 嫉嫉妬妬やや憎憎ししみみ、、後後悔悔やや妥妥協協、、そそれれらら

にに無無縁縁なな夫夫婦婦関関係係はは無無いいののででししょょううかか？？ ササンンドドララ・・ヒヒュュララーーはは素素敵敵なな俳俳優優ささんんでですす。。

岩手の街の片隅で

（映画とは関係ありません）

スステテキキなな映映画画ををごご紹紹介介ししまますす！！ 

シシネネママ 
ｃｃｃｉｉｉｎｎｎｅｅｅｍｍｍａａａるるる べべしし！！ 

シシネネママ＋＋寝寝ままるる＝＝「「シシネネママるる」」ととはは、、映映画画・・ＤＤＶＶＤＤをを 

くくつつろろいいでで観観るるここととでですす。。編編集集室室のの造造語語でですす。。 

第７回  落落下下のの解解剖剖学学 

ここのの映映画画のの公公式式ササイイトト →→hhttttppss::////ggaaggaa..nnee..jjpp//aannaattoommyy//

２
０
２
４
年
２
月
公
開
映
画

監
督
は
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
・
ト
リ
エ
、

主
演
は
サ
ン
ド
ラ
・
ヒ
ュ
ラ
ー
。

昨
年
の
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
最
高
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
・

グ
ロ
ー
ブ
賞
（
脚
本
賞
）
を
受
賞
し
た
映

画
で
す 

（（
個個
人人
的的
なな
感感
想想
）） 

後後
ろろ
めめ
たた
ささ
やや
隠隠
しし
たた
いい
事事
柄柄
なな

どど
、、
人人
間間
にに
はは
いい
ろろ
いい
ろろ
なな
側側
面面
がが
ああ

るる
もも
のの
だだ
とと
改改
めめ
てて
思思
いい
まま
しし
たた
。。 

「「
妻妻
はは
、、
黒黒
かか
白白
かか
」」
とと
いい
うう
見見
方方

もも
でで
きき
るる
がが
、、
妻妻
はは
夫夫
をを
愛愛
しし
てて
いい
たた

のの
かか
、、
そそ
れれ
をを
証証
明明
すす
るる
ここ
とと
はは
可可
能能

なな
のの
かか
とと
いい
うう
のの
もも
裁裁
判判
のの
裏裏
テテ
ーー

ママ
にに
なな
っっ
てて
いい
てて
、、
夫夫
婦婦
関関
係係
のの
難難
しし

ささ
がが
伝伝
わわ
っっ
てて
きき
まま
すす
。。 

夫夫
婦婦
二二
人人
にに
しし
かか
分分
かか
らら
なな
いい
関関

係係
をを
どど
うう
やや
っっ
てて
陪陪
審審
員員
にに
伝伝
ええ
らら

れれ
るる
かか
とと
いい
うう
話話
がが
裁裁
判判
でで
展展
開開
ささ

れれ
まま
すす
。。 

夫夫
がが
録録
音音
しし
てて
いい
たた
夫夫
婦婦
のの
喧喧
嘩嘩

のの
声声
がが
ＵＵ
ＳＳ
ＢＢ
メメ
モモ
リリ
ーー
にに
残残
ささ
れれ

てて
いい
たた
。。
夫夫
婦婦
とと
もも
作作
家家
だだ
っっ
たた
がが
、、

妻妻
はは
順順
調調
にに
出出
版版
をを
続続
けけ
てて
いい
るる
がが
、、

夫夫
はは
書書
けけ
ずず
にに
いい
たた
。。
亡亡
くく
なな
るる
直直
前前

もも
、、
夫夫
はは
大大
音音
量量
でで
音音
楽楽
をを
かか
けけ
てて
妻妻

へへ
のの
取取
材材
をを
中中
断断
ささ
せせ
るる
とと
いい
うう
嫌嫌

がが
らら
せせ
をを
しし
てて
いい
たた
。。
夫夫
がが
かか
かか
っっ
てて

いい
たた
精精
神神
科科
医医
なな
どど
のの
証証
言言
かか
らら
はは
、、

妻妻
がが
夫夫
をを
責責
めめ
てて
いい
たた
よよ
うう
にに
聞聞
ここ

ええ
るる
がが
、、
ああ
るる
ケケ
ーー
スス
だだ
けけ
をを
切切
りり
抜抜

くく
とと
一一
方方
がが
悪悪
くく
てて
他他
方方
がが
被被
害害
者者

のの
よよ
うう
にに
もも
見見
ええ
まま
すす
。。
家家
族族
生生
活活
のの

一一
部部
だだ
けけ
がが
強強
調調
ささ
れれ
るる
ここ
とと
もも
出出

てて
きき
まま
すす
。。
女女
性性
にに
はは
多多
面面
性性
がが
ああ
るる

ここ
とと
もも
感感
じじ
まま
すす
。。 

最最
後後
まま
でで
わわ
かか
らら
なな
いい
展展
開開
でで
すす
。。 



 

 

 
 

夜夜
景景 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

街街 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

がが 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キキ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ララ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

キキ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ララ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

しし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

てて 

月月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

がが 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浮浮 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

かか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

んん 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

でで 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

君君 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

がが 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隣隣 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

にに 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

るる 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

のの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

遠遠 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

近近 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

をを 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見見 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

てて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いい 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

るる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

のの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

はは 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

僕僕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なな 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

のの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

だだ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ろろ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

うう 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎ
・
Ｈ
（
Ｃ
）

「「
緑緑
がが
丘丘
しし
んん
ぶぶ
んん 

丘丘
」」
のの
紙紙
面面
をを
活活
用用
しし
てて
、、
俳俳
句句
・・
川川
柳柳
・・
詩詩
にに
関関
すす
るる

作作
品品
とと
、、
何何
かか
別別
のの
事事
柄柄
とと
のの
ココ
ララ
ボボ
をを
仕仕
掛掛
けけ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

「「
緑緑
がが
丘丘
しし
んん
ぶぶ
んん 

丘丘
」」
はは
、、
スス
ペペ
ーー
スス
をを
無無
料料
でで
提提
供供
しし
まま
すす
。。 

例例
ええ
ばば
、、
詩詩
作作
品品
とと
地地
域域
ググ
ルル
メメ
店店
とと
のの
ココ
ララ
ボボ
。。
俳俳
句句
・・
川川
柳柳
作作
品品
とと
絵絵
画画
なな

どど
のの
アア
ーー
トト
展展
のの
ココ
ララ
ボボ
なな
どど
。。 

ペペ
ーー
ジジ
全全
体体
をを
「「
緑緑
がが
丘丘
スス
テテ
ーー
ジジ
」」
とと
命命
名名
しし
まま
すす
。。
緑緑
がが
丘丘
しし
んん
ぶぶ
んん
へへ
のの

掲掲
載載
にに
つつ
いい
てて
、、
ごご
自自
由由
にに
企企
画画
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

新新
たた
にに
表表
現現
者者
をを
募募
集集
すす
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
場場
合合
にに
はは
、、
そそ
のの
募募
集集
もも
可可
でで
すす
。。 

ココ
ララ
ボボ
事事
業業
、、
タタ
イイ
アア
ッッ
ププ
事事
業業
はは
、、
非非
営営
利利
でで
のの
個個
人人
的的
なな
活活
用用
、、
商商
業業
用用
のの

活活
用用
をを
問問
いい
まま
せせ
んん
。。
いい
ずず
れれ
のの
場場
合合
でで
もも
費費
用用
はは
無無
料料
でで
すす
。。 

おお
申申
込込
みみ
等等
にに
つつ
いい
てて
はは
メメ
ーー
ルル
をを
いい
たた
だだ
けけ
るる
とと
幸幸
いい
でで
すす
。。 

星星ににななれれ！！  「「わわげげススダダズズ」」ととはは、、ここちちららのの地地方方のの方方言言ででししょょうう。。「「若若いい人人たたちち」」とといいうう意意味味ににななるるののででししょょううかか。。

「「わわげげススタターーズズ」」はは当当編編集集室室のの造造語語でですす。。若若いい人人はは、、いいつつかかははススタターー（（星星))ににななるる可可能能性性をを秘秘めめてていいまますす。。実実際際にに、、ススタターーにに

ななららななくくててももイイイイ。。「「貴貴方方だだけけのの人人」」ににななれればば、、そそれれででイイイイ。。 

他他
にに
、、
緑緑
がが
丘丘
・・
高高
松松
・・
鉢鉢
のの
皮皮
ココ
ーー
スス
等等
がが
ああ
りり
まま
すす
。。

夢夢ののよよううなな購購買買ススタタイイルル 
ササーービビススカカウウンンタターーでで「「荷荷物物ををここここままでで配配達達ししてて」」とと。。 

手手ぶぶららでで無無料料ババススでで、、おお家家にに帰帰りりまますす。。 

少少ししすするるとと、、店店舗舗かからら荷荷物物がが配配達達さされれまますす・・・・・・。。 「「配配達達ササーービビスス」」（（無無料料）） 
ががあありりまますす！！ 1111 月月 2211 日日よよりり西西松松園園ココーーススをを改改定定ししままししたた。。 

ベベルルフフままつつぞぞのの 電電話話 ６６６６２２－－５５１１５５２２ 

公募・お知らせの頁

企企企企画画画画  自自自自由由由由  ！！！！ 

該該当当団団体体はは３３団団体体程程度度ととささせせてていいたただだききまますす。。 

無無料料提提供供はは、、各各団団体体３３かか月月程程度度をを予予定定ししてておおりりまますす。。 

おお申申込込みみ・・問問いい合合わわせせ先先 メメーールル iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm 

スステテーージジ 

ＳＳＴＴＡＡＧＧＥＥ 緑緑がが丘丘 

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」ののススペペーーススをを 

【【表表現現のの場場】】ととししてて開開放放ししまますす。。費費用用はは無無料料でですす。。 
 

５５５５周周周周年年年年ににににななななりりりりままままししししたたたた！！！！  ２２４４時時間間営営業業   
高高松松４４丁丁目目１１－－３３００ 

三三三三角角角角州州州州ののののフフフファァァァミミミミママママ

盛盛岡岡三三高高 
 

ガガソソリリンン 
ススタタンンドド 

わわ
たた
なな
べべ 

脳脳
神神
経経
内内
科科
ささ
んん 

三三馬馬橋橋方方面面 

４４号号線線 

高高松松のの池池

丘丘 
ダダダダブブブブルルルルククククリリリリーーーームムムムササササンンンンドドドド  

シシシシュュュューーーーククククリリリリーーーームムムム  
ししししっっっっととととりりりり食食食食感感感感ののののババババウウウウムムムム  

盛盛岡岡高高松松四四丁丁目目店店 
優優れれモモノノ家家電電 

上上田田３３丁丁目目５５−−２２５５  
電電話話 ６６２２２２－－００５５９９３３ 

（（有有））柿柿沢沢電電器器

hhttttppss::////ppaannaassoonniicc..jjpp//wwaasshh// 

冬冬のの朝朝ななどど盛盛岡岡のの水水道道水水ははヒヒヤヤッッととししまますす。。 
ここんんなな時時にに自自動動でで水水温温をを上上げげてて洗洗浄浄力力をを発発揮揮すす

るる約約 1155℃℃洗洗濯濯モモーードドはは、、結結構構気気にに入入っってていいまますす。。 
ままたた 4400℃℃やや 6600℃℃のの温温水水をを保保ちちななががららデディィーーププ

にに洗洗浄浄すするるココーーススもも、、ちちょょっっとと使使いいたたいいととききががああ
るるんんでですすよよねね～～ 



 

 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （８）

創刊 100号を記念してエッセーを募集しました。ご応募いただき、

ありがとうございました。外部モニターさん数名を含めて応募作
を無記名で配点・検討して選考しました。（編集室）

流流
氷氷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＨＨ
・・
ＮＮ
ささ
んん 

だだ
いい
ぶぶ
前前
のの
ここ
とと
でで
すす
。。
年年
老老
いい
たた
母母
かか
らら
手手
紙紙
がが
届届
きき
まま
しし
たた
。。「「
寄寄

るる
年年
波波
かか
らら
、、
『『
歩歩
行行
もも
、、
よよ
うう
やや
くく
』』
とと
いい
うう
有有
様様
でで
すす
。。
身身
体体
をを
支支

ええ
てて
くく
れれ
るる
人人
がが
居居
なな
けけ
れれ
ばば
、、
自自
分分
はは
どど
うう
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
のの
かか
。。」」 

母母
親親
のの
ここ
とと
をを
妹妹
夫夫
婦婦
にに
ずず
っっ
とと
任任
せせ
てて
いい
たた
ここ
とと
にに
、、
そそ
のの
当当
時時
、、

申申
しし
訳訳
なな
いい
気気
持持
ちち
にに
なな
っっ
たた
もも
のの
でで
すす
。。
おお
もも
ささ
げげ
なな
がが
んん
すす
。。 

話話
はは
変変
わわ
っっ
てて
、、
小小
学学
生生
だだ
っっ
たた
頃頃
でで
すす
。。
流流
氷氷
がが
北北
海海
道道
のの
太太
平平
洋洋

岸岸
まま
でで
押押
しし
寄寄
せせ
たた
年年
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
通通
常常
のの
年年
でで
ああ
れれ
ばば
、、
流流
氷氷
はは

網網
走走
のの
オオ
ホホ
ーー
ツツ
クク
海海
岸岸
ああ
たた
りり
まま
でで
しし
かか
来来
なな
いい
のの
でで
すす
がが
、、
そそ
のの
年年

にに
限限
っっ
てて
、、
太太
平平
洋洋
側側
まま
でで
回回
っっ
てて
道道
東東
のの
港港
にに
流流
れれ
着着
きき
まま
しし
たた
。。 

初初
めめ
てて
のの
流流
氷氷
をを
見見
るる
たた
めめ
にに
友友
だだ
ちち
とと
一一
緒緒
にに
岸岸
壁壁
にに
行行
っっ
てて
、、
流流

氷氷
にに
飛飛
びび
乗乗
っっ
てて
遊遊
んん
でで
いい
まま
しし
たた
。。
とと
ここ
ろろ
がが
、、
流流
氷氷
をを
渡渡
っっ
てて
いい
るる

うう
ちち
にに
、、
ツツ
ルル
っっ
とと
滑滑
っっ
てて
海海
にに
落落
ちち
てて
しし
まま
いい
まま
しし
たた
。。
流流
氷氷
にに
しし
がが

みみ
つつ
いい
たた
記記
憶憶
がが
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
詳詳
細細
はは
忘忘
れれ
てて
しし
まま
いい
まま
しし
たた
。。
そそ
のの

ここ
とと
をを
正正
直直
にに
母母
にに
言言
ええ
なな
かか
っっ
たた
ここ
とと
だだ
けけ
はは
覚覚
ええ
てて
いい
まま
すす
。。 

丁丁
度度
、、
大大
雨雨
のの
翌翌
日日
でで
学学
校校
のの
ググ
ララ
ウウ
ンン
ドド
一一
面面
がが
水水
でで
覆覆
わわ
れれ
てて
いい

たた
のの
でで
、、
母母
をを
心心
配配
ささ
せせ
まま
いい
とと
しし
てて
、、
海海
にに
落落
ちち
たた
話話
をを
せせ
ずず
にに
「「
ググ

ララ
ウウ
ンン
ドド
のの
水水
たた
まま
りり
にに
ハハ
ママ
っっ
たた
」」
とと
ウウ
ソソ
をを
言言
っっ
たた
記記
憶憶
がが
ああ
りり
まま

すす
。。
ずず
ぶぶ
濡濡
れれ
のの
まま
まま
家家
にに
帰帰
っっ
たた
のの
でで
海海
のの
臭臭
いい
がが
しし
たた
はは
ずず
でで
すす
。。

とと
ここ
ろろ
がが
、、
母母
にに
叱叱
らら
れれ
たた
覚覚
ええ
はは
全全
くく
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
母母
のの
手手
紙紙
のの
続続

きき
にに
戻戻
りり
まま
すす
。。 

「「
今今
日日
はは
、、
娘娘
にに
連連
れれ
らら
れれ
てて
、、
久久
しし
ぶぶ
りり
にに
街街
にに
出出
かか
けけ
てて
来来
たた
。。

でで
もも
、、
ここ
れれ
とと
いい
っっ
てて
欲欲
しし
くく
なな
るる
よよ
うう
なな
モモ
ノノ
はは
見見
当当
たた
らら
ずず
、、
今今
でで

はは
、、
毎毎
日日
、、
必必
要要
なな
食食
べべ
物物
だだ
けけ
でで
十十
分分
でで
すす
。。」」 

母母
のの
手手
紙紙
のの
最最
後後
はは
、、
ここ
うう
結結
んん
でで
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
「「
色色
々々
つつ
まま
らら
ぬぬ

事事
をを
書書
きき
まま
しし
たた
がが
、、
たた
まま
にに
はは
顔顔
をを
見見
せせ
てて
。。
」」
結結
局局
はは
、、
母母
がが
産産
んん

でで
くく
れれ
なな
けけ
れれ
ばば
私私
はは
ここ
ここ
にに
居居
なな
いい
。。
親親
のの
有有
難難
ささ
はは
、、
ここ
れれ
にに
尽尽
きき

るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。
母母
はは
以以
前前
、、
ここ
うう
書書
いい
てて
きき
たた
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
。。「「
親親

にに
はは
何何
のの
『『
おお
返返
しし
』』
もも
でで
きき
なな
かか
っっ
たた
けけ
れれ
どど
、、
心心
のの
中中
でで
はは
親親
のの
ここ

とと
をを
忘忘
れれ
てて
いい
なな
いい
のの
がが
唯唯
一一
のの
救救
いい
でで
すす
。。」」 

そそ
れれ
をを
思思
いい
出出
しし
てて
、、
当当
時時
、、
母母
にに
何何
かか
「「
おお
返返
しし
」」
をを
しし
なな
けけ
れれ
ばば

とと
思思
っっ
たた
もも
のの
でで
すす
。。
何何
不不
自自
由由
なな
くく
私私
をを
育育
てて
てて
くく
れれ
たた
母母
へへ
のの
「「
おお

返返
しし
」」
。。
そそ
のの
「「
おお
返返
しし
」」
とと
はは
何何
かか
？？
そそ
うう
だだ
、、
電電
話話
だだ
けけ
でで
もも
しし
てて

みみ
よよ
うう
。。 

ああ
のの
とと
きき
、、
私私
がが
海海
にに
落落
ちち
たた
ここ
とと
をを
知知
っっ
てて
いい
たた
のの
かか
？？
私私
のの
説説
明明

がが
ウウ
ソソ
だだ
とと
気気
付付
いい
てて
私私
をを
𠮟𠮟𠮟𠮟
っっ
たた
のの
かか
？？ 

そそ
のの
ここ
とと
をを
、、
電電
話話
でで
確確
かか
めめ
てて
みみ
よよ
うう
とと
思思
いい
立立
ちち
まま
しし
たた
。。 

母母
にに
確確
かか
めめ
たた
とと
ここ
ろろ
、、
当当
時時
はは
私私
がが
海海
にに
落落
ちち
たた
とと
母母
はは
思思
っっ
てて
いい

なな
かか
っっ
たた
そそ
うう
でで
すす
。。
大大
人人
にに
なな
っっ
てて
かか
らら
私私
がが
真真
相相
をを
喋喋
っっ
てて
、、
そそ
れれ

でで
知知
っっ
たた
とと
語語
っっ
てて
くく
れれ
まま
しし
たた
。。 

そそ
のの
母母
もも
亡亡
くく
なな
っっ
てて
、、
もも
うう
すす
ぐぐ
二二
年年
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

とと
ここ
ろろ
でで
、、
どど
うう
しし
てて
もも
思思
いい
出出
せせ
なな
いい
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

流流
氷氷
かか
らら
落落
ちち
てて
どど
うう
しし
てて
助助
かか
っっ
たた
のの
かか
、、
今今
思思
うう
とと
不不
思思
議議
でで
なな

りり
まま
せせ
んん
。。
そそ
のの
まま
まま
冷冷
たた
いい
海海
にに
没没
しし
てて
しし
まま
っっ
てて
当当
然然
だだ
っっ
たた
とと
思思

うう
のの
でで
すす
。。
ここ
のの
歳歳
にに
なな
っっ
てて
そそ
うう
思思
うう
のの
でで
しし
たた
。。 

創創刊刊 110000 号号記記念念 エエッッセセーー賞賞のの発発表表 

「「
流流
氷氷
」」 

流流
氷氷
をを
見見
たた
ここ
とと
のの
なな
いい
私私
にに
とと
っっ
てて
新新
鮮鮮

なな
話話
でで
すす
。。
母母
上上
かか
らら
のの
手手
紙紙
にに
、、
長長
年年
、、
会会
っっ

てて
いい
なな
いい
詫詫
（（
わわ
））
びび
かか
らら
郷郷
愁愁
とと
続続
きき
、、
いい
いい

感感
じじ
でで
すす
。。 

ささ
らら
っっ
とと
「「
母母
がが
亡亡
くく
なな
っっ
てて
、、
もも
うう
すす
ぐぐ
二二

年年
」」
。。
悲悲
しし
いい
とと
かか
、、
残残
念念
とと
かか
のの
言言
葉葉
がが
なな
くく

てて
もも
、、
母母
上上
へへ
のの
思思
いい
がが
伝伝
わわ
っっ
てて
来来
まま
すす
。。 

老老
婆婆
心心
なな
がが
らら
、、
いい
つつ
のの
日日
にに
かか
母母
上上
のの
墓墓
標標

のの
前前
にに
作作
者者
がが
立立
たた
れれ
るる
事事
をを
願願
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

高高前前田田博博子子ささんんかかららおお寄寄せせ
いいたただだいいたたココメメンントトをを下下記記
にに記記載載ししまますす。。（（編編集集室室）） 

「「
誰誰
もも
助助
けけ
てて
くく
れれ
なな
いい
かか
らら
、、
自自
分分
のの
身身

はは
自自
分分
でで
守守
るる
」」
とと
いい
うう
考考
ええ
方方
、、
ここ
れれ
はは
良良

しし
とと
しし
てて
、、
ささ
らら
にに
「「
敵敵
へへ
のの
報報
復復
はは
執執
念念
深深

くく
続続
けけ
らら
れれ
るる
」」
とと
飛飛
躍躍
すす
るる
のの
なな
らら
ばば
、、「「
？？
」」

ママ
ーー
クク
がが
付付
けけ
らら
れれ
まま
すす
。。 

争争
いい
ごご
とと
のの
背背
後後
にに
はは
、、「「
報報
復復
」」
がが
潜潜
んん
でで

いい
るる
場場
合合
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
しし
かか
しし
、、「「
報報
復復
」」
はは

無無
駄駄
なな
ここ
とと
。。
なな
ぜぜ
なな
らら
、、
人人
類類
はは
、、
誰誰
もも
がが

「「
不不
憫憫
（（
ふふ
びび
んん
））」」
だだ
かか
らら
でで
すす
。。 

つつ
まま
りり
人人
はは
、、
誰誰
しし
もも
好好
きき
でで
生生
まま
れれ
てて
来来

たた
わわ
けけ
でで
はは
なな
いい
。。
そそ
しし
てて
、、
好好
きき
でで
今今
のの
暮暮

らら
しし
をを
しし
てて
いい
るる
わわ
けけ
でで
はは
なな
いい
。。 

そそ
んん
なな
不不
憫憫
なな
人人
生生
にに
ああ
っっ
てて
はは
、、「「
自自
己己
のの

顕顕
現現
」」、、
ここ
れれ
しし
かか
ああ
りり
まま
しし
ぇぇ
んん
でで
すす
。。 

「「
報報
復復
」」
なな
んん
てて
やや
っっ
てて
いい
るる
ババ
ヤヤ
イイ
でで
はは

ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
そそ
れれ
にに
気気
がが
付付
けけ
ばば
、、
どど
んん
なな

争争
いい
ごご
とと
にに
もも
終終
止止
符符
がが
打打
たた
れれ
るる
はは
ずず
。。 

ささ
てて
ささ
てて
、、
貴貴
方方
のの
店店
のの
「「
光光
」」
をを
、、
ここ
のの

紙紙
面面
でで
発発
光光
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
広広
告告
をを
おお
待待
ちち

しし
てて
いい
まま
すす
。。
メメ
ーー
ルル
でで
ごご
連連
絡絡
くく
だだ
ささ
いい
。。 

編編集集後後記記

「「
乗乗
りり
物物
とと
はは
何何
をを
運運
ぶぶ
もも
のの
ぞぞ
」」 ＧＧ

・・
ＲＲ
ささ
んん 

千千
数数
文文
字字
でで
人人
のの
数数
年年
をを
書書
くく
。。
千千
数数
文文
字字
でで

四四
十十
分分
間間
のの
出出
来来
事事
をを
書書
くく
。。
いい
ろろ
いい
ろろ
切切
りり
口口

がが
ああ
るる
とと
感感
じじ
まま
すす
。。 

四四
十十
分分
、、
車車
内内
でで
のの
出出
来来
事事
をを
しし
っっ
かか
りり
観観
察察

しし
てて
いい
るる
目目
がが
すす
ばば
らら
しし
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

いい
ろろ
いい
ろろ
なな
光光
景景
のの
中中
でで
青青
年年
がが
おお
にに
ぎぎ
りり
をを

頬頬
ばば
るる
姿姿
がが
一一
番番
、、
印印
象象
的的
でで
すす
。。 

おお
にに
ぎぎ
りり
にに
母母
がが
いい
るる
かか
らら
でで
すす
。。 

今今
どど
きき
のの

「「「「
学学学学
びびびび
」」

教教
育育
エエ
ッッ
セセ
ーー 

第第
3344
回回 

中中
学学
校校
とと
高高
校校
のの
勉勉
強強
のの
違違
いい 

新新
しし
いい
記記
号号
やや
計計
算算
がが
出出
てて
きき
てて
もも
、、
習習
得得
すす
るる
（（
当当

たた
りり
前前
にに
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
なな
るる
））
まま
でで
のの
時時
間間
をを
十十
分分

にに
はは
与与
ええ
てて
くく
れれ
まま
せせ
んん
。。 

習習
得得
しし
なな
いい
まま
まま
進進
むむ
とと
次次
のの
単単
元元
がが
習習
得得
でで
きき

ずず
、、
ささ
らら
にに
そそ
のの
次次
のの
単単
元元
もも
習習
得得
でで
きき
なな
いい
……
とと
いい

うう
悪悪
循循
環環
にに
陥陥
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
すす
。。 

【【
英英
語語
はは
知知
識識
レレ
ベベ
ルル
がが
一一
気気
にに
上上
がが
りり
、、
文文
章章
量量
もも

増増
大大
！！
】】 

高高
校校
入入
試試
でで
はは
千千
語語
程程
度度
のの
単単
語語
がが
必必
要要
とと
ささ
れれ
てて

いい
まま
しし
たた
がが
、、
大大
学学
入入
試試
でで
はは
そそ
のの
五五
倍倍
もも
のの
単単
語語
がが

必必
要要
とと
なな
りり
まま
すす
。。 

まま
たた
、、「「
品品
詞詞
・・
文文
型型
・・
文文
のの
要要
素素
」」
のの
理理
解解
なな
くく
しし

てて
、、
学学
習習
をを
進進
めめ
るる
ここ
とと
はは
困困
難難
とと
なな
りり
まま
すす
。。
ささ
らら

にに
文文
章章
もも
格格
段段
にに
長長
くく
なな
るる
たた
めめ
、、
今今
まま
でで
のの
暗暗
記記
にに

軸軸
足足
をを
置置
いい
たた
勉勉
強強
法法
はは
通通
用用
しし
なな
くく
なな
りり
まま
すす
。。 

【【
情情
報報
１１
はは
共共
通通
テテ
スス
トト
のの
科科
目目
にに
追追
加加
！！
】】 

中中
学学
でで
はは
実実
技技
科科
目目
のの
中中
のの
一一
単単
元元
とと
しし
てて
、、
重重
視視

すす
るる
ここ
とと
のの
なな
いい
科科
目目
だだ
っっ
たた
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
がが
、、

令令
和和
七七
年年
度度
のの
共共
通通
テテ
スス
トト
かか
らら
一一
科科
目目
とと
しし
てて
加加
わわ

りり
まま
すす
。。 

ほほ
とと
んん
どど
のの
高高
校校
でで
はは
、、
一一
年年
生生
でで
習習
っっ
たた
後後
はは
共共

通通
テテ
スス
トト
まま
でで
授授
業業
でで
触触
れれ
るる
機機
会会
はは
少少
なな
いい
科科
目目
にに

なな
るる
のの
でで
、、
一一
年年
生生
のの
内内
にに
押押
ささ
ええ
てて
おお
くく
ここ
とと
がが
必必

要要
でで
すす
。。 

高高
校校
のの
勉勉
強強
のの
大大
変変
ささ
ばば
かか
りり
をを
並並
びび
立立
てて
てて
しし
まま

いい
まま
しし
たた
がが
、、
ここ
れれ
らら
をを
克克
服服
すす
るる
にに
はは
次次
のの
三三
点点
をを

意意
識識
しし
てて
みみ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。 

①①
自自
分分
のの
生生
活活
リリ
ズズ
ムム
をを
作作
るる
。。（（
勉勉
強強
とと
部部
活活
動動
のの

ババ
ララ
ンン
スス
をを
大大
切切
にに
。。）） 

②②
進進
路路
・・
目目
標標
をを
しし
っっ
かか
りり
考考
ええ
るる
。。（（
正正
しし
いい
情情
報報

をを
得得
らら
れれ
るる
情情
報報
源源
をを
持持
つつ
。。）） 

③③
努努
力力
をを
継継
続続
すす
るる
。。（（
学学
習習
習習
慣慣
をを
身身
にに
付付
けけ
るる
。。
）） 

何何
かか
とと
盛盛
りり
だだ
くく
ささ
んん
なな
三三
年年
間間
でで
すす
。。 

見見
方方
をを
変変
ええ
れれ
ばば
、、
そそ
れれ
だだ
けけ
充充
実実
しし
たた
時時
間間
がが
過過

ごご
せせ
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
でで
すす
。。 

頑頑
張張
ろろ
うう
、、
新新
高高
校校
一一
年年
生生
！！ 

（（
能能
開開
セセ
ンン
タタ
ーー
緑緑
がが
丘丘
校校 

水水
野野
健健
太太
先先
生生 

）） 

ここ
のの
号号
がが
配配
布布
ささ
れれ
るる
頃頃
にに
はは
、、
中中
学学
校校
三三
年年
生生

はは
入入
試試
をを
終終
ええ
てて
、、
ひひ
とと
息息
つつ
いい
たた
とと
ここ
ろろ
かか
とと
思思

いい
まま
すす
。。 

今今
回回
はは
そそ
んん
なな
中中
三三
生生
にに
役役
立立
つつ
、、
「「
中中
学学
校校
とと

高高
校校
のの
勉勉
強強
のの
違違
いい
」」
をを
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。 

中中
三三
生生
とと
話話
しし
てて
いい
まま
すす
とと
、、
「「
中中
学学
校校
のの
勉勉
強強

とと
高高
校校
のの
勉勉
強強
はは
別別
もも
のの
でで
、、
まま
たた
一一
かか
らら
始始
まま
るる

もも
のの
」」
とと
捉捉
ええ
てて
いい
るる
生生
徒徒
がが
少少
なな
くく
ああ
りり
まま
せせ

んん
。。 ささ

らら
にに
大大
学学
入入
試試
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
「「
まま
たた
高高
三三
にに

なな
っっ
たた
らら
頑頑
張張
れれ
ばば
いい
いい
やや
」」
とと
安安
易易
にに
考考
ええ
てて
いい

るる
生生
徒徒
がが
大大
半半
のの
よよ
うう
でで
すす
。。 

そそ
うう
思思
っっ
てて
気気
をを
抜抜
いい
てて
いい
まま
すす
とと
、、
結結
構構
早早
いい

段段
階階
でで
大大
ココ
ケケ
すす
るる
かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
（（
本本
ココ
ララ
ムム

をを
書書
いい
てて
いい
るる
私私
がが
そそ
うう
でで
、、「「
結結
構構
」」
どど
ここ
ろろ
かか
、、

「「
ああ
っっ
とと
いい
うう
間間
」」
にに
……
））。。 

特特
にに
国国
語語
・・
数数
学学
・・
英英
語語
はは
三三
年年
間間
をを
通通
じじ
てて
時時

間間
とと
手手
間間
がが
かか
かか
りり
、、
後後
々々
戻戻
っっ
てて
やや
りり
直直
すす
時時
間間

はは
なな
かか
なな
かか
作作
れれ
なな
くく
なな
るる
のの
でで
、、
そそ
のの
時時
そそ
のの
時時

でで
しし
っっ
かか
りり
身身
にに
付付
けけ
るる
ここ
とと
をを
心心
掛掛
けけ
まま
しし
ょょ

うう
。。 

【【
国国
語語
はは
学学
習習
量量
がが
二二
倍倍
以以
上上
にに
！！
古古
典典
はは
激激

変変
！！
】】 

高高
校校
生生
にに
なな
るる
とと
現現
代代
文文
とと
古古
典典
にに
分分
かか
れれ
、、
そそ

れれ
ぞぞ
れれ
にに
テテ
スス
トト
がが
行行
わわ
れれ
まま
すす
。。 

つつ
まま
りり
、、
単単
純純
にに
考考
ええ
てて
少少
なな
くく
とと
もも
学学
習習
量量
がが

二二
倍倍
にに
なな
るる
訳訳
でで
すす
。。 

中中
学学
校校
のの
古古
典典
はは
ああ
くく
まま
でで
もも
入入
門門
編編
でで
すす
。。 

高高
校校
でで
はは
単単
語語
はは
もも
ちち
ろろ
んん
、、
動動
詞詞
やや
助助
動動
詞詞
のの

活活
用用
形形
なな
どど
のの
文文
法法
をを
覚覚
ええ
てて
、、
一一
文文
ずず
つつ
読読
みみ
解解

いい
てて
いい
きき
まま
すす
。。 

普普
段段
のの
学学
習習
でで
もも
、、
品品
詞詞
分分
解解
しし
てて
、、
辞辞
書書
をを
引引

いい
てて
、、
訳訳
しし
てて
……
とと
想想
像像
以以
上上
にに
大大
変変
でで
すす
。。 

【【
数数
学学
はは
進進
度度
とと
深深
度度
がが
急急
上上
昇昇
！！
】】 

高高
校校
のの
数数
学学
はは
学学
習習
進進
度度
がが
早早
くく
なな
りり
、、
そそ
しし
てて

もも
ちち
ろろ
んん
難難
しし
くく
なな
りり
まま
すす
。。 


